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1.1 本事業の背景と課題

01. 事業の目的

① DXの取組のうち、デザイン領域に特化。GSS移行に伴うイントラネットサイト移行を対象に、
担当課室への伴走支援を行いガイドライン等の整備をしながら、ボトムアップで改善を図る

② 将来的な政策へのデザインアプローチを見据えながら行政サービスデザイン活動に向けた検
討を行い、来年度以降に必要な実施項目の検討や、ロードマップ策定を行う

本事業の目的

• 事業者等の利便性向上のためには、利用者視点に立った行政サービスのBPRを実施し、サ
ービスデザイン思考に基づいたサービス設計を行っていく必要がある

• 令和6、7年度においてガバメントソリューションサービス（GSS）移行のタイミングであり、業
務整理や移行に伴う開発が発生する

背景

現状の課題 ① 行政機関等が提供するサービスにおいてUI/UX、アクセシビリティが確保できていない
特に各局や担当課室の職員が運用を行う情報システムにおいて、デザイン領域の課題がある

② サービスデザインプロセスの実施やUI/UX、アクセシビリティ向上について、永続的な取組を
行うためのプロセス整備等が不十分である
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1.2 行政におけるデザイン領域と本事業のスコープ

将来的な政策デザインへの連携を見据えつつ、行政サービス・システム等を対象とする行政サービスデザイン活動と、プロダクト・コミュニケーションを対象とするイン
トラクションデザインを本事業のスコープとする。

01. 事業の目的

行政

政策デザイン

職員・国民

行政サービスデザイン

インタラクションデザイン

• 政策
• 法律
• 制度

• 行政サービス
• システム
• 業務

• プロダクト
• コミュニケーション

戦略

実装

提供

社会
影響度

時間軸

大長

小短

行政におけるデザイン領域

デザイン対象フェーズ

• 行政におけるデザイン領域は「政策デザイン」「行政サービ

スデザイン」「インタラクションデザイン」の3つに分けられ、そ

れぞれデザインの対象やフェーズ等が異なる

• 将来的には上流のデザインである「政策デザイン」の取組

を見据えるが、本事業においては行政サービスやシステム

等を対象とする「行政サービスデザイン」と、プロダクトやコミ

ュニケーションを対象とする「インタラクションデザイン」をス

コープとし、担当課室への伴走支援や、行政サービスデザ

イン活動に向けた検討を行う

本事業のスコープ

本事業の取組とスコープ
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1.3 本事業の目指す姿と対応方針

01. 事業の目的

本事業は、情報システム等デザイン領域の伴走支援と行政サービスデザイン活動に向けた検討を実施し、省内におけるサービスデザインの普及を目指す。

各課室への伴走支援を行うことで、

デザイン領域のボトムアップでの改善を推進

行政サービスデザイン活動に向けた検討を

行うことで、

デザイン領域における永続的な取組を推進

• 担当課室の職員や関係者へ、支援にあたり要望・課題
等をヒアリング

• ヒアリング調査の結果を基に、改善支援を推進（ワイ
ヤーフレームの作成、ユーザテストによる検証、プロトタイ
プの作成等を実施）

• 本事業の伴走支援で活用でき、かつ職員が今後も活用

できるツールとして、「支援の型」を作成

• 省内にサービスデザインの考え方やプロセスを普及させる

ための資料として、「業務の型」を作成

• 他行政機関や企業のDX取組やサービスデザインに係る

取組の事例をリサーチ

• リサーチした事例や、現在経済産業省が抱える課題を

踏まえ、来年度以降に取り組むべき施策を検討

サービスデザインプロセスに則り、複数の

イントラネットサイト移行の伴走支援を実施

省内でデザイン領域の改善を推進するため、

「支援の型」と「業務の型」を作成

他行政機関や企業の取組事例等を踏まえ、

行政サービスデザイン活動に必要な施策を検討

来年度以降の行政サービスデザイン活動に向け、

ロードマップ策定や費用算出を実施

• 行政サービスデザイン活動を推進していくためのロードマッ

プを策定

• 来年度以降の活動をスムーズに開始するため、各施策

の実施にあたり必要な費用を算出

目指す姿 対応方針 実施内容

①

②

情報シ ス テ ム 等デザイン領域の伴走支援

行政サ ー ビ スデザイン 活動に向けた検討
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02. 事業の手法

2.1 本事業のスケジュール

本事業は、3月14日（金）の納入に向けて、情報システム等デザイン領域の伴走支援と行政サービスデザイン活動に向けた検討を実施。

年末年始

11月 12月 1月 2月

情 報 シ ス テ ム 等 デ ザ イ ン 領 域 の 伴 走 支 援

▼中間報告 ▼3月14日（金）納入

10月 3月

支援対象システムの選定

要望・課題等のヒアリングリサーチ

ワイヤーフレームの作成

ステークホルダーへの共有・
指摘取り込み

ペーパープロトタイプの制作

情報システムの環境に合わせた
プロトタイプの制作

ユーザ検証

「支援の型」資料の作成 アップデート

「業務の型」資料の作成

最終報告書

調 査 報 告 書 の 作 成

行 政 サ ー ビ ス デ ザ イ ン 活 動 に 向 け た 検 討

他行政機関や企業のDX取組リサーチ

必要事項の検討・整理

ロードマップ、
費用算出資料の作成

調 査 報 告 書 の 作 成

中間報告書
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2.2 本事業の作業項目と作業手順

02. 事業の手法

①

②

#

③

作業項目

行政サービスデザイン活動に
向けた検討

行政サービスデザイン活動を推進する
上で必要な項目の検討や整理を行
い、ロードマップを作成

調査報告書の作成

①、②を取りまとめた報告書を作成(中間報告、最終報告を実施)

情報システム等デザイン領域の伴走
支援

デザイン領域の改善支援を希望する
担当課室の情報システムの中から支
援対象を３～５システム程度選定し
、主にインタラクションデザインの改善
支援を実施

①-1 支援対象情報システムの決定
アンケート等を実施し、複数の評価軸で整理したうえで支援対象を３～５システム程度選定

①-5 「業務の型」資料の作成
今後においても貴省が主体となり永続的にデザイン領域の改善をしていくため、省内で自走できるよう標準化
資料を展開

①-4 「支援の型」資料の作成
インタラクションデザインの改善に必要な資料の「デザイン領域における標準アウトプットフォーマット」や「標準ア
ウトプット作成説明書」を作成し、本事業内でも貴省の職員と一緒に利用・改善

①-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ
担当課室の職員や関係者へ、支援にあたり要望・課題等をヒアリング

②-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ
DXに取り組む行政機関や企業等の推進体制、施策の情報をリサーチ

②-2 必要事項の検討・整理
行政サービスデザイン活動を推進する上で必要な項目の検討と整理

②-3 ロードマップ、費用算出資料の作成
必要事項の検討・整理結果を踏まえ、ロードマップ・費用算出資料を作成

①-3 インタラクションデザインの改善支援
ヒアリングリサーチの結果を基にした、ワイヤーフレーム・ペーパープロトタイプの制作支援・検証

作業方法（作業手順）

伴走支援では、支援対象システムへのヒアリングをもとに、ワイヤーフレーム等の制作支援・検証を行い、支援の型と業務の型を策定した。

行政サービスデザイン活動に向けた検討では、事例調査をもとに、必要事項（ToBe施策案）を検討し、ロードマップの策定と費用算出を実施。

P.13-19

ページ番号

-

P.20-26

P.44-46

P.27-43

P.131-135

P.70-130

P.47-69
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02. 事業の手法

2.4 情報システム等デザイン領域の伴走支援のアプローチ

サービスデザインとは、“サービス”という概念において、全てのタッチポイントでユーザの視点に立つことにより新たな価値を創出す

る方法論を指し、多くの分野で再現性のあるグローバルなプラクティスとして用いられている。

ユーザの利用目的や環境等を踏まえ、ライフステージや社会環境等の変化を具体的にイメージしながら、体験価値を継続的に

提供していくための仕組みづくりを行う。

サービスデザインとは

本事業における
サービスデザイン
プロセスの進め方

サービスデザインプロセスを用いて情報システム等デザイン領域の伴走支援を推進することで、『UI/UXの改善をトップダウンで行っ

た結果、ユーザにとって操作しづらくなってしまった』という事態を避け、ユーザにとって有効な改善を達成できる。

また、職員にサービスデザイン思考が定着することで、UI/UXに限らず幅広い分野で活用していくことを狙いとする。

本事業における
サービスデザイン
プロセスの狙い

課題把握・
AsIs整理

ユーザが価値を認めるまで繰り返す

サービスデザインプロセス

解決策検討・
ToBe整理

プロトタイピング、
ユーザ検証、

フィジビリティ検証
実装

※本事業対象外

情報システム等デザイン領域の伴走支援は、UI/UXの改善にあたり有効な手法であるサービスデザインプロセスに沿って推進した。
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3.1-1 支援対象情報システムの決定

支援対象情報システムは、外部向けWebサイト、イントラサイトなどを幅広く候補とし、当初検討をしていたアンケート等での希望を募る形式ではなく、職員の業務
効率化の観点から重要であるイントラネット移行とした。また、サービスデザインプロセスの永続的な取組みを行うための横展開を見据え、対応内容に特徴がある
人材関連、会議関連、政策分析関連の3領域を対象とした。

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

人材関連

• 人材関連サイトトップ
（所管：A課室）

• 人材関連Aサイト
• 人材関連Bサイト

対象サイト 対象サイトの現行仕様

会議関連

政策分析
関連

• 会議関連サイトトップ
• 会議関連サイトトップに関

連する各管轄のサイトや情
報

• 政策分析関連各サイト

B課室：クラシックサイト
C課室：クラシックサイト
A課室：モダンサイト

クラシックサイト

政策分析関連サイトトップ
は現在存在しないため、新
規作成となる

導線候補となる人材関連サイ
トトップを含め全体構成を見直
す

対応概要

掲載すべき対象を整理し、構
成を見直す

とりまとめるための必要情報の
選択や構造などから検討を行
う

領域 顕在化している課題

現行会議関連サイトトップに
関連する各情報に不足が見
られる。
また情報構造がわかりづらい
UX課題がある

政策分析関連のサイトが各
所に散在しており、UXを損
なっている

B課室・C課室でターゲット
ユーザが類似しつつもサイトが
分かれていて利便性に問題が
あり、また探しづらく到達しづら
い
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3.1-1 支援対象情報システムの決定 －人材関連

人材関連のサイトには、A課室所管の人材関連サイト、B課室所管の人材関連AサイトおよびC課室所管の人材関連Bサイトがそれぞれ構築されているが、人材
関連Aサイトと人材関連Bサイトのターゲットユーザが類似しており、導線となる人材関連サイトを含めた全体構成を見直すことでUXの改善を行う。

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

対象とするサイトと管轄課室

人材関連 会議関連 分析関連

• 人材関連サイトトップ • 人材関連Aサイト • 人材関連Bサイト対象サイト

• A課室 • B課室 • C課室管轄課室
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3.1-1 支援対象情報システムの決定 －会議関連

会議関連のサイトは、関連リンクとして利用されるデータベースや各種手続き等と、その他参考情報として会議関連各サイトから構成されているが、
会議関連の外部向けに公開された12サイトのうち、3サイトのみが会議関連サイトトップに掲載されている。情報の過不足を中心に掲載すべき情報を整理し、
インタラクションデザインの改善支援を行う。

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

人材関連 会議関連 分析関連

対象とするサイトと対象要素

• 会議関連サイトトップ

• 会議関連の外部向けサイト*12

対象サイト

会議関連の外部向けサイトにおいては12のサイトが掲載されているが、
イントラに掲載されている会議関連は3サイトで差がある

対象要素
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3.1-1 支援対象情報システムの決定 －分析関連

分析関連に関連するサイトは、現状では各所に散在している。これらをまとめるサイトとしてのあるべき姿を検討し、必要な情報を整理して、サイトのインタラクショ
ンデザインを行う。

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

人材関連 会議関連 分析関連

対象とするサイトと掲載対象要素

• 分析関連サイトトップを新規構築 

• 分析関連・基礎データ関連（いずれも複数ペ
ージが散在）

対象サイト

掲載対象
要素
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3.1-1 支援対象情報システムの決定 －支援対象情報システムの検討プロセス

03. 事業結果 3.1 情報システム等デザイン領域の伴走支援

支援対象システムについて、サービスデザインプロセスに沿って課題と解決策を整理し、プロトタイピング、ユーザ検証を実施する。支援で作成するガイドラインは、
今後職員が参考とすべき進め方を示した「支援の型」に整理する。また、職員がサービスデザイン知識を獲得するための「業務の型」を整備する。

• ToBeの方針を実現するプロトタイプを作成

• 作成したプロトタイピングがユーザの目的を達成するか検証

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

要望・課題等の

AsIs整理

• AsIs整理の情報をもとにToBeの方針を策定

• 要望・課題等をヒアリングするため、現状のサイト構造とコンテンツ概要を調査

• ヒアリング実行前の調査時点で使い勝手に問題が発見された場合は可視化

• ヒアリングを実行し要望や課題を抽出

実施内容 本書の記載箇所

ガイドライン作成 • ユーザ検証までの一連のプロセスに使用したフォーマットの使い方を示したガイドライン、
およびそのガイドラインを利用するために必要な知識のインプットを行う資料を作成

• P.20-26

• P.28-29

• P.30-43

• P.44-46
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3.1-1 支援対象情報システムの決定 －支援対象情報システムの支援範囲

03. 事業結果 3.1 情報システム等デザイン領域の伴走支援

伴走支援では、支援対象システムごとの状況を勘案し、要望・課題等の現状整理、あるべき姿の整理、プロトタイピング及びユーザ検証を実施した。

STEP 01 STEP 03 STEP 05 STEP 06 STEP 08STEP 07

STEP 15STEP 14 STEP 18STEP 12STEP 11 STEP 13STEP 10

STEP 02 STEP 09

STEP 17

STEP 04

STEP 16

要望・課題等のAs-Is(現状の姿)整理

サイトマップ作成 想定ユーザと
利用シーン仮説

ヒアリングシート作
成

担当者ヒアリング To-Be(あるべき
姿)方針作成

課題まとめ

ユーザ検証
実査

導線整理・公開検証対象者設定
とシナリオ作成

担当者確認 ユーザ検証項目
策定

プロトタイピング
(試作)

被リンク調査 ワイヤーフレーム
(原稿)作成

開発・テスト

UX課題抽出

ユーザ検証後
アップデート

ユーザ検証
結果まとめ

ユーザ検証プロトタイピング(試作) 開発・テスト・公開

解決策検討・
To-Be(あるべき姿)

整理

プロトタイピング
(試作)

人材関連

会議関連

分析関連

◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯◯ ◯◯

- - ◯ ◯ --- ◯-

- ◯ ◯ ◯ ◯-- ◯-

人材関連

会議関連

分析関連

◯ ◯ ◯ ◯ -◯◯ -◯

◯ - - - --- --

◯ - - - --- --

支援対象
システム

支援対象
システム

サイト構造調査 コンテンツ調査 ヒアリング実施
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3.2-2 必要事項の検討・整理

3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成

3.2 行政サービスデザイン活動に向けた検討
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3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ

要望・課題等のヒアリングリサーチは、後続のインタラクションデザインのための情報収集を目的とする。イントラサイトが存在する場合は、サイト構造調査、コンテンツ
調査を実施して現状の課題を抽出した上でヒアリングを実施し、対象とする情報システムが目指す方向性を整理し、プロトタイピングへのインプットとする。

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

• リンク元調査
• サイト構造調査実施内容

実施目的

• 各ページ内コンテンツ調査
• UX課題抽出

• ヒアリング項目策定
• ヒアリング実施

ヒアリング実施

• 対象とする情報システムにユーザたどり着
く方法を調査し課題があれば抽出する

• 情報システム内に含まれるコンテンツの全
量を可視化する

サイト構造調査 コンテンツ調査

• UXを損なっている可能性があるコンテン
ツを抽出し、改修すべきポイントとしてヒア
リング時に課題提起する

• 対象とする情報システムが果たす目的、
対象ユーザと利用シーンを明らかにする

• コンテンツ変更の希望を確認する
• 現在の運用における困りごと確認

• UIデザイン/UXデザイン有識者による
デスクトップ調査実施手法

• UIデザイン/UXデザイン有識者による
デスクトップ調査

• コンテンツ主管轄課室へのヒアリング実施
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03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ －サイト構造調査 会議関連 政策分析関連人材関連

サイト構造調査は、対象情報システムの構造と流入元を調査しサイトツリーとして可視化し、コンテンツ調査とヒアリング実施のためのインプット情報として活用する。
本事業では、人材関連において、人材関連Aサイトと人材関連Bサイトの構造をサイトツリーとして整理した。

人材関連Aサイト 人材関連Bサイト

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ヒアリング実施コンテンツ調査サイト構造調査
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03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

コンテンツ調査は、想定ユーザが利用するにあたり、「目的を達成できない」、「目的は達成できるが時間がかかる」、「違和感がある」ものを中心に、優先して解決す
べき課題をピックアップした。人材関連では、誰向けの情報か判断できない、時間がかかる等の課題を抽出した。

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ －コンテンツ調査 会議関連 政策分析関連人材関連

人材関連Aサイトの課題 人材関連Bサイトの課題

1. 対象ユーザ向けのコンテンツに、別対象
ユーザ向けのコンテンツが混じる

2. 最上部のお知らせ欄が空欄
3. 工事中コンテンツはユーザの戸惑いを生

む

1. 更新情報停滞は、古い情報しかないと誤
認される恐れがある

2. 情報構造が複雑で読み込みに時間がかか
る

3. Web構造上適していない部分はWeb用に
再設計が必要

4. アクセシビリティに配慮し、情報量はガイド
ブックと揃える必要がある

人材関連A・B両サイト共通の課題

1. 誰向けの情報かを瞬時に判断できない
2. 関連する情報を取得するために2つのサイト

を行き来しなくてはならない
3. 流入しにくいため適切な箇所からのリンクを

設置する必要がある

抽出した課題例

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ヒアリング実施コンテンツ調査サイト構造調査
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03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

政策分析関連では、現行サイトが存在しないものの、まとめるべきと想定されるサイトが存在しており、当該サイトのコンテンツ調査を実施した。その結果、新設すべき
サイトは、政策分析の手法や考え方の浸透・取組促進等を目的として、政策分析に取組む初級者・中級者を利用者像とする仮説を構築した。

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ －コンテンツ調査

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

人材関連 会議関連 政策分析関連ヒアリング実施コンテンツ調査サイト構造調査

新設サイトに関連する既存サイトの概要と各サイトの用途を調査 新設サイトの目的と対象ユーザを仮説ベースで可視化

• 省内に政策分析の手法や考え方を浸透させる
• 初めて担当になった人や従来実践している人に対し、政策分析を

知ってもらい、効果的に取組んでもらう
• 大規模政策分析の対象課室に取り組んでもらう

サイトの目的

想定ユーザ

対象外ユーザ

• 政策分析に業務で初めて触れる方（初級者）
• 業務で政策分析をある程度実践されている方（中級者）

• 政策分析について教える立場にある方（上級者）
• 政策分析に関する最新情報や外部向け広報データを提供する方
• 政策分析のためのエビデンスデータを提供する方

調査内容

• サイト・ページイメージ
• サイトタイトル
• URL
• 概要
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03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

ヒアリング調査は、サイトの目的、対象ユーザ・利用シーン、現在の運用等における困りごとについて聞き取りを行い、以後に続く解決策検討・ToBe整理のための
参考材料とした。人材関連では、B課室及びC課室から、利便性向上の課題やサイト更新作業が困難である等の困りごとを収集した。

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ －ヒアリング調査 会議関連 政策分析関連人材関連

• 研修に興味がある、参加する人のための案内
• 研修ロジ案内サイトの目的

対象ユーザ
利用シーン

課題・困りごと

• 職員が研修に行く際の情報や手続の案内
• B課室が研修前に案内

• 研修のロジで、全局が対象者 • 参加者：職員が研修に行く前の情報閲覧
• 研修をする側：部屋の規模や設備は人材関連Aサイトで確認

• B課室とC課室で2つのサイトがあるが、統合すること
で利用者・管理者ともに利便性が向上すると感じて
いる。

• サイトの更新作業が現状は1人しか対応ができなく困っていた。
• 専門スキルが必要で困難であった。

ヒアリング実施コンテンツ調査サイト構造調査

• B課室3名
• C課室2名
• A課室3名
• D課室2名
• 大臣官房DX室1名、委託事業者

参加者

2024年12月4日（水）
17:00-18:00

実施日

実
施
結
果

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

人材関連Bサイト人材関連Aサイト
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03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

会議関連では、E組織へヒアリングを実施した。会議関連各サイトは、情報が整っているF組織イントラサイトをベースとして、関連サイトへのリンク、進捗管理の掲
載等の要望を収集した。また、会議関連サイトトップは、名簿の用途重複を確認し、以後整理していくことで合意した。

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ －ヒアリング調査

■会議関連各サイトについて
• F組織イントラサイトをベースとする
• 人材関連サイトに掲載している情報へは適宜リンクを設定して案内を掲載する
• 進捗管理を掲載したい
• ドキュメントにも飛べる構造にしたいが、その場合は公開範囲など権限に注意が必要
• 問合せなど困りごとは多岐にわたるため、QAの欄を作成しておき、必要に応じて活用頂く

■会議関連サイトトップについて
• 会議関連受付システム・個別組織・会議ロジ依頼は必要
• 名簿と管理システム は用途を確認、不要な場合は外す

ヒアリング実施コンテンツ調査サイト構造調査

• G課室2名
• H課室1名
• D課室2名
• 大臣官房DX室1名、委託事業者

参加者

2025年1月9日（木）
17:00-18:00

実施日

ヒアリング結果

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

人材関連 政策分析関連会議関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －解決策検討・ToBe整理

課題把握・ToBe整理では、要望・課題のヒアリングを基に、設計およびユーザテストを行い、業務効率と満足度を向上させるための改善点を明確にする。

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

実施内容

• 調査結果で抽出された課
題を解決するためのポイン
トを抽出

• 各ページの内容作成
• 原稿、リンク先等整理
※サイト作成後の赤入れ用

としても活用

• ワイヤーフレーム工程で作
成した原稿をプロトタイプへ
反映

• イントラサイトの場合は
SharePointで作成

• テスト項目の策定
• 完成したプロトタイプを、

テスト項目に沿って評価

サイト構造・方針作成 ワイヤーフレーム作成 サイト作成 ユーザ検証

プロトタイピング、ユーザ検証
課題把握・
ToBe整理

• プロトタイピング作成の重
要ポイントを決定

• ワイヤーフレーム工程で作
成した原稿を実際のサイト
の形に可視化しユーザ検
証実施の準備を整える

• 目的を達成するサイトに仕
上がっているかを実際の
ユーザの操作で検証する

• 重要ポイントを遵守し、サ
イト作成前段階でUXを
損なわないようにする実施目的

• UIデザイン/UXデザイン有
識者による資料化実施手法

• 実ユーザがプロトタイプを操作
• UIデザイン/UXデザイン有識

者がヒアリング

• UIデザイン/UXデザイン有
識者による資料化

• UIデザイン/UXデザイン有
識者による資料化

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

人材関連 会議関連 政策分析関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －解決策検討・ToBe整理

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

3.1-2で抽出した課題を解決するためのToBeを整理し、プロトタイピングを実施するための指針とする。人材関連では、「サイトが分かれていて利便性を損なって
いる」、「対象とするユーザ毎の情報が散在している」、「管理しづらい」の3点が課題であり、その解決となるToBeの方針を整理した。

主なToBe方針

管理のしやすさはモダンサイト化で解決

SharePointモダンサイト化に伴い、編集権限があればノーコードで誰でも簡単に更新作業が可能。

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム

作成
サイト構造・
方針作成

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

現状分かれている2つのサイトをまたいで利用するケースが想定されるため、ユーザの利便性向上を
目的に統合する方向で検討した。

人材関連Aサイト・人材関連Bサイトを統合

「研修を企画したい方へ」など、どんな方向けの情報が発信されているかラベリングすることで
迷わず必要な情報にたどり着けるようにした。

ユーザの「何をしたいか？」ベースに構成

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

前工程のサイト構造・ 方針作成において策定したポイントのひとつ、「ユーザを中心とした情報設計に変更」を実現する原稿（ワイヤーフレーム）を用意する。
人材関連では、例えば、「研修を企画したい方へ」など、誰向けの情報が発信されているかラベリングすることで迷わず必要な情報にたどり着けるようにした。 

主なToBe方針

•前工程「サイト構造・ 方針作成」で策定したポイントが守られていること、特に「誰向
けの情報が発信されているかラベリングすることで迷わず必要な情報にたどり着ける
ように」はこの工程の重要ポイント

•「3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ －コンテンツ調査 」において発見された
課題が解決されていること

•職員が更新しやすく、かつコピーアンドペーストで見出しサイズや箇条書きといったレイ
アウトまで含めてSharePointページが簡単に作成できるよう、原稿をWord形式で
作成

ユーザ検証サイト作成

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ワイヤーフレーム
作成

サイト構造・ 
方針作成

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

前段階のワイヤーフレーム作成において利用した原稿を使用し、ユーザ検証を実施するためのプロトタイプを作成する。
既存のSharePointテンプレートを利用し、運用更新時でも編集が容易にできるよう、レイアウトのカスタマイズができるJSONは利用しない方針とした。

主なToBe方針

•ワイヤーフレーム作成時に利用した原稿は忠実に再現しながら、テンプレートを利用
して、より閲覧しやすいレイアウトで作成

•作成後はスマートフォンサイズでの画面チェックも実施し、どのデバイスでも閲覧しや
すが担保できているか確認

ユーザ検証

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

サイト作成
ワイヤーフレーム 

作成
サイト構造・ 
方針作成

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

作成したプロトタイプがサイトの目的を達成し、なおかつピックアップした課題をクリアしたものになっているか検証する。
対象ユーザの利用シーンごとに検証する事項を定め、人材関連の対象ユーザにプロトタイプを提示し操作してもらいながらヒアリングを実施した。

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム 

作成
サイト構造・ 
方針作成

研修を企画する方 研修に参加する方

• 研修を一度でも企画、実施したことがある方セグメント

対象人数

利用シーン

• 研修の場所を利用したことがある方

• 6名 • 3名

• 「今年はイントラで確認してください」と案内があったと
する

• 参加する研修について案内が届き「イントラで確認
• してください」と書いてあった

検証内容

• サイトにたどり着けるか（※）
• 必要な情報にアクセスできるか（※）
• 内容を理解できるか／情報に過不足がないか
• 操作性は問題ないか

• サイトにたどり着けるか（※）
• 必要な情報にアクセスできるか（※）
• 内容を理解できるか／情報に過不足がないか
• 操作性は問題ないか

（※）：新しいサイト構造・プロトタイプの作成によって自ずと解消される性質ではない課題。ユーザ検証で解消されているかを確認する

一般に、ユーザテストにおいて発見できるユーザビリティ上の課題は被験者を5名とした場合、85％と言われており、被験者を3人とした場合、7割弱であると言われている。事前にUX課題抽
出を実施し、検証ポイントを絞ったユーザテスト設計を行っている本件においては、その精度はさらに高いと想定される。
参考文献
Nielsen, Jacob and K. Landauer, Thomas. “A mathematical Model of the Finding of Usability Problems.” Proceedings of the INTERCHI '93 conference 
on Human factors in computing systems, INTERCHI ‘93. 1993: 206-213.
(https://dl.acm.org/doi/pdf/10.1145/169059.169166)

会議関連 政策分析関連人材関連



33CONFIDENTIAL   © 2025 Xspear Consulting All rights reserved.

3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

人材関連の対象ユーザのうち、企画する方は、研修の経験がある3課室（6名）を対象に検証を実施した。また、参加する方については、参加経験があり、遠
方の対象者を含めてユーザ検証を実施した。

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム 

作成
サイト構造・ 
方針作成

日時 課室 被験者の実施経験回数

2/5（水）16:00～17:00 J課室 主担当：1回、副担当：1回

2/6（木）13:00～14:00 K課室 主担当：1回、副担当：1回

2/10（月）13:00～14:00 L課室 主担当：1回、副担当：複数

日時 課室 被験者の参加経験回数

2/19（水）17:00～18:00 M課室 1回

2/20（木）10:00～11:00 N課室 1回

2/26（水）11:00～12:00 O課室 1回

研修を企画する方

研修に参加する方

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

研修を企画する方について、プロトタイプの操作において情報の過不足については問題がないと評価された。一方で、サイトへの到達、必要な情報の発見、操作
性に関しては課題があることが判明した。特に、「スケジュールの可視化」は需要が高いと考えられる。

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム 

作成
サイト構造・ 
方針作成

研修を企画する方 ユーザ検証実施結果

会議関連 政策分析関連人材関連

検証観点 おもな実施内容 評価 総評 特徴的コメント

サイトにたどり着けるか イントラサイトで確認してと案内が
あったとし、イントラサイトから探して
みる

✕ リンクは階層が深くない位置にないと
見つけづらい。
（ただし、URLとセットで案内する場
合、影響度は低い

✕ カテゴリなどの見出しを見て探す
◯ 課室一覧から探す（課室一覧には掲載されるので見つかる）
✕ 検索窓で検索する

必要な情報を見つけられる
か

自分が必要とする情報があるか
（何を見たいのか）

✕ 1年を通じた動き方の目安の可視化
や、企画提出後のフローなどが抜き
出されて表現されていることの需要が
高い（PDFの中は見つけづらい）

✕ 実施スケジュールを見たい
✕ 提出日などのスケジュールをフロー図の形式で見たい
✕ まず何をしたらいいのか知りたい

内容を理解できるか／
情報に過不足がないか

気になる点を順に見ていただきコメン
トを収集

◯ 情報理解、過不足については細かい
点を除き概ね問題ない一方、さっと
理解するためのサマリが掲載されてい
るとより利便性が高まる

◯ 企画する方とロジをする方で対象が違うのでは（◯だが改善は可能）
△ 当日の動きがわかるタイムテーブルなど準備の進め方を知りたい
◯ 様式は記載例があると嬉しい（◯だが改善は可能）
◯ 問い合わせはTeamsのチャットで聞きたい（◯だが改善は可能）
◯ 募集要項とマニュアルの違いとは（◯だが改善は可能）
◯ 要項や様式は昨年からの変更点があると対応漏れの心配がない（◯だが改善は可能）
△ 初回の登録のやり方がわからない
◯ キャパを知りたい、水の手配など、QAに載っているとうれしい（◯だが改善は可能）
◯ 外部の方向けの案内がまとまっていると案内が楽（◯だが改善は可能）
◯ 外部委託する場合の契約手続きを知りたい（◯だが改善は可能）

操作性は問題ないか 見つけづらいものがあったかなど総評 ✕ ・SharePointを利用することで操作
自体に大きな問題はない一方で、情
報の置き方には改善が必要
・ヘッダメニューは短く表現

✕（操作観察より）トップと企画したい方向けのトップをかなりの頻度で行き来していた
✕ （観察より）ヘッダの一部がブラウザ幅によって見えなくなっている場合あり。その結果場所の情報があ
る」ことに気づきづらい状態
◯ （観察より）操作自体に苦慮している様子はない

評価欄 ◯：問題なく達成できる △：達成できるが改善が必要、または運用でカバー可能 ✕ ：達成できない、または達成に大きなユーザ負担がかかる
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

研修に参加する方について、情報の過不足については問題がないと評価された。ただし、場所など自分で調べる場合あり、その際に持ち物に関する情報は気にな
るポイントで、わかり易い場所にまとまっていると更によいと考えられる。また、情報の掲載場所は改善の余地があると思料する。

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム 

作成
サイト構造・ 
方針作成

研修に参加する方 ユーザ検証実施結果

検証観点 おもな実施内容 評価 総評 特徴的コメント

サイトにたどり着けるか イントラサイトで確認してと案内が
あったとし、イントラサイトから探して
みる

✕ リンクは階層が深くない位置にないと見つ
けづらい。
（ただし、URLとセットで案内する場合、
影響度は低い）

✕ カテゴリなどの見出しを見て探す
✕ 検索窓で検索する
◯ 課室一覧から探す（課室一覧には掲載されるので見つかる）

必要な情報を見つけられる
か

自分が必要とする情報があるか
（何を見たいのか）

◯ アクセス、周辺図は最重要。
それらをまとめた1枚のPDFを作っておくの
もあり
持ち物は案内する運用になっているが、
サイト上でまとまっていると利便性が高ま
る

◯ アクセス、周辺図をまずは見るためトップにあるのは嬉しい
◯ 土地勘がないため事前に現地のことを結構調べた
◯ アクセス、周辺図を印刷して持って行く（◯だが改善は可能）
◯ 持ち物はメールで案内があったが、持参物がまとまっていると嬉しい。持ち物は研修に参加する方ページ
の中にありそう（◯だが改善は可能）

内容を理解できるか／
情報に過不足がないか

気になる点を順に見ていただきコメン
トを収集

◯ アップデート情報を掲載すると、2回目以
降のユーザの確認負担が減る可能性

△ 1行目で何もしなくて良いと理解したら、2行目を読まないため見落としがある（結果何もしなくてよいと
理解したので支障はない）
△ 「以下の」とあるがその該当箇所が見つけづらい前回から何か変わっていないかひととおり確認する
◯ ルールは量も多く忘れてはいけないので印刷して持って行く（◯だが改善は可能）

◯ 情報は過不足ない

操作性は問題ないか 見つけづらいものがあったかなど総評 ✕ ・見つけられなかった情報はメニューのひと
つにする
・スマホは一度設定すると便利だという案
内もしてよい

✕ 一部情報があることは気づかなかった（◯ 気付いた方も居る）
◯ 場所の案内に関する導線がトップ下部にあるが若干気づきづらかった（見つけられているので◯だが改
善は可能）
◯ スマホから見られることはそもそもわかっていない／パスワードが面倒（問題はないが改善は可能）

評価欄 ◯：問題なく達成できる △：達成できるが改善が必要、または運用でカバー可能 ✕ ：達成できない、または達成に大きなユーザ負担がかかる

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

前頁までに示した4分類の評価（サイトにたどり着けるか、必要な情報を見つけられるか、内容を理解できるか／情報に過不足がないか、操作性は問題ないか）
で「×」とした課題について、本事業にて改善案の例示を行い課室にて内容を作成するものとした。その他の課題は課室判断で実施是非を判断するものとした。

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム 

作成
サイト構造・ 
方針作成

＜✕ 目的を達成できない＞

• 実施スケジュールを見たい
• 提出日などのスケジュールをフロー図の形式で見たい
• まず何をしたらいいのか知りたい

がその情報が見つからない

12月/1月/2月 だけでなく、「いつ頃何をしたらいい」の全体スケジュールを掲載しておく

案の作成（目安） 提出 様式1,2,3
提出

B課室と
日程調整

＜掲載例＞

企画年間スケジュール

ユーザが目的を達成できない（「✕」に該当）課題と改善案の例

必要な情報を見つけられるか：×

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

会議関連では、ヒアリング結果を踏まえ、サイト刷新用のプロトタイプを作成した。会議関連サイトトップはそのまま公開できる状態まで整備、会議関連各サイトは
プロトタイプをテンプレとして活用し、各組織で必要な情報を整備して公開することになる。どちらも公開後にユーザの声を集め改善を行っていく必要がある。

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

人材関連ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム 

作成
サイト構造・ 
方針作成

政策分析関連会議関連

主なToBe方針

•【会議関連サイトトップ】は、会議関連各サイトへすぐに遷移できる構成（右ナビゲーション、ページ上部）

•【会議関連各サイト】は、ページ構成、フォルダ構成をテンプレ化し、閲覧者・サイト管理者の業務効率化を
図る。

•ヒアリングした際に要望があった別イントラ同様の「進捗の見える化」について、現時点では実施方法が未定な
ものの掲載イメージを追加。
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03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

政策分析関連では、政策分析に取り組む初級者・中級者を対象として達成すべき目標の仮説に基づき、「初級者向けに作成し、中級者が違和感なく利用でき
る」ことをサイト方針として設定した。

3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －解決策検討・ToBe整理

• 政策分析の考え方を（少しでも）知ってもらう
• 適切な業務プロセスを知り、実践し、適切な窓口に相談できる
• サイトを利用することによって、頼る先がわかり、

公開までのプロセスを自分で実施できる方法がわかる

1.政策分析に業務で初めて触れる
方（初級者）

想定ユーザが
達成すべき目標
（仮説）

サイト方針

• 政策分析実践におけるアップデート情報を知る（業務プロセスの変更点など）
• 業務プロセスを知り、利用するデータの取得先などがわかる
• 困った場合は適切に窓口に相談できる

• これらを対象ユーザとする場合、初級者のほうが多くのコンテンツを要すことになる
そのため当サイトは初級者向けに作成し、中級者が違和感なく利用できればよいものとする

2.業務で政策分析をある程度実践
されている方（中級者）

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム

作成
サイト構造・
方針作成

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

会議関連 政策分析関連人材関連



39CONFIDENTIAL   © 2025 Xspear Consulting All rights reserved.

3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －解決策検討・ToBe整理

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

政策分析関連では、対象とするユーザの利用プロセスの一例を可視化し、その課題点とそれを解決するアイデアを抽出した。アイデアとして、概要を端的に表現す
る、全体のプロセスを可視化する、事例を探しやすくする等のアイデアを抽出した。

シーン
（利用プロセス）

1. 前任者から引き継ぎを受ける中で、政策分
析という言葉が出る。サイトを見るよう、引継ぎ
を受ける

2. イントラサイトに到達
前任者は統計出して分析に則ってやりなさいとだ
け言う

3. たとえば自分がやるのはその中の一部の業
務

感情 政策分析って何？どのようにロジをして、相談して
いいか知りたい

政策分析ってそもそも何かな 対象業務をどうやって進めればいいのか知りたい

行動 「政策分析」でイントラ検索 「政策分析」の概要を読む
概念を理解する

対象業務に関する一般的な業務プロセスの全体
像を知り、どういう種類のデータを集めればよいのか
知る

課題 • 見つからない
• 見つけたがこのサイトで合っているかわからない

• どこを見たらいいのかわからない
• リンク先を見ると情報が膨大でわからない

• 情報が入り乱れていてどこを見たらいいかわか
らない

• ただただデータへのリンクだけがあって活用方法
がわからない

アイデア • サイト名称に「政策分析」を入れる。「政策分
析実践ガイド」など

• サイト内の上部にどういうサイトか概要を表現す
る

• サイト内で概要を端的に示す
• リンク先へ誘導するにしても、その先が整理され

ていない場合は、リンク元で「このサイトの◎◎
の部分を見てください」など案内しておく

• 対象業務ごとに全体のプロセスが可視化され
ている

政策分析に業務で初めて触れる方（初級者）の利用プロセス例

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム

作成
サイト構造・
方針作成

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －解決策検討・ToBe整理

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

シーン 4. 具体的な業務の詳細を知る 5.使えるデータを探す
（一次（データ収集））

6.収集したデータを分析する
（二次（データ分析））

7.公表プロセスを確認して、実施する
（レビューシートの提出、公表、反映
等）

感情 まず最初にやることは？
全体でどれくらい時間がかかるんだろう？

やることはわかった、どういうデータがあれば
いいのかな？

どうやって分析しよう？
分析してどのような政策にするか仮説
や結論をたてるには？

公表（レビューシート、大臣承認等）ロ
ジは？
小さなものは課内で閉じる場合あるので
相談は不要？

行動 サイトに記載された業務プロセスの詳細
を見ていく

使えるデータを探す
様式を探す
データをしらみつぶしに見る

分析方法を見る 所管課室に問い合わせる

課題 • 詳細がないものがありつまづく
• 詳細があってもリンク先がプロセスに
合った形で整頓されていない

• 使えるデータがない、またはあるのに探
せない

• どういうデータを探せばいいかわからない

• そもそも分析方法がわからない
• 自分で分析したはいいがやり方が
間違っていたことがわかりやり直しに
なる

• 公表ロジがわからない

アイデア • プロセスごとに手順が書かれたものが
必ず存在する

• リンク先が整頓されていない場合でも、
閲覧すべき場所を案内しておく

• 過去事例などが参照でき、近いものが
探しやすくなっている

• 相談先がある
• これから自分でデータを作るしかない場

合はそのやり方が紹介されている

• 過去の類似事例が探せる
• 有識者をさがして質問できる

• 公表先の所管課室がわかり、そこに
問い合わせできる

（前頁の続き）

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム

作成
サイト構造・
方針作成

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

会議関連 政策分析関連人材関連

政策分析に業務で初めて触れる方（初級者）の利用プロセス例
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

政策分析関連では、調査した既存サイトをユーザのプロセスに当てはめ分類分けし、前頁までに示したアイデアをもとにワイヤーフレームを作成した。ワイヤーフレー
ムには整理したアイデアがどこに当たるのか付記している。

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

新設サイトに関連する既存サイトを分類化 ワイヤーフレームの説明例

ユーザ検証サイト作成
ワイヤーフレーム

作成
サイト構造・ 
方針作成

調査内容

調査済みの
• サイト・ページイメージ
• サイトタイトル
• URL
• 概要
に加え、下記を追加

• 分類
o 政策分析とは
o 実践（手法）
o データ
o 学ぶ
o 最新情報
o 相談・問合せ
o 他省庁・関係課室情報

• サイト・ページ廃止可能性
など

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

作成したサイト方針およびワイヤーフレームをもとに、P課室へのヒアリングを実施した。ヒアリングの結果、中級者の「知識はあるが、省内でどうやって進めていくか不
明」との課題が得られたため、政策分析に関するコンテンツのアップデートを行った。

ユーザ検証サイト作成

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

ワイヤーフレーム
作成

サイト構造・ 
方針作成

想定ユーザの
アップデート

• 政策分析に業務で初めて触れる方（初級者）
→変更なし

• 業務で政策分析をある程度実践されている方（中級者）
→業務で政策分析をある程度実践されている方。知識はあるが、省内でどうやって進めていけばいいか不明（中級者）

ワイヤーフレーム
アップデート

• 大規模政策分析の取組がメインになってきているためコンテンツ化する分析の取組がメインになってきているためコンテンツ化する
• 政策分析の概要に関する原稿をいただき反映する
• コンテンツが多くなり縦長になったため、各コンテンツは下層ページへ配置していき、トップページはコンパクト化

• P課室4名
• D課室3名
• 官房DX室3名、委託事業者

参加者

2025年2月18日（火）
10:00-11:00実施日

会議関連 政策分析関連人材関連
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3.1-3 インタラクションデザインの改善支援 －プロトタイピング、ユーザ検証

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

初期プロトタイプは情報量が多い指摘があり、業務フローごとに分類した上で別ページへ遷移させる設計に変更した。なお、初心者向けには専門用語が多いため
見出しと簡易説明文を丁寧に入れ、リンク先の内容を明示し、目的に迷わずたどりつけるよう工夫した。

ユーザ検証

ガイドライン
作成

 プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

初期プロトタイプ フィードバックを踏まえてアップデートしたワイヤーフレーム

サイト作成
ワイヤーフレーム

作成
サイト構造・ 
方針作成

会議関連 政策分析関連人材関連

• 情報が多くなり縦長である指摘あり
• ページ内該当箇所へ遷移するボタンを設置
• コンテンツ多くをトップページからのリンク先となる下層ページへ移設
• 見出しとコンテンツを合致させるためコンテンツを再整理
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Index.
3.1 情報システム等デザイン領域の伴走支援

3.1-1 支援対象情報システムの決定

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ

3.1-3 インタラクションデザインの改善支援

3.1-4 ガイドライン 「支援の型」 「業務の型」資料の作成

01. 事業の目的

02. 事業の手法

03. 事業結果

今後の展開案04.

3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

3.2-2 必要事項の検討・整理

3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成

3.2 行政サービスデザイン活動に向けた検討



45CONFIDENTIAL   © 2025 Xspear Consulting All rights reserved.

3.1-4 ガイドライン 「支援の型」 「業務の型」資料の作成

ガイドラインは、サイトの新規作成・刷新・更新などにおいて実施すべきフロー全体像および各ステップで実施する具体的内容を、事例とともに示す手順書である
「支援の型」と、省内職員がサービスデザインプロセスに沿って実施する知識を得るための参照資料としての「業務の型」の2種類を作成した。

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援

手順のガイドライン「支援の型」

知識のガイドライン「業務の型」

ガイドライン
作成

プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

情報システムの構築にあたり、サービスデザインプロセスを簡易的に実践できるよう型
として整備、テンプレートを利用しながら進行することで効率的な実践を可能にする

「支援の型」を利用したサービスデザインプロセスを実践するにあたり必要となる概念を
学習する。実践しないことによるリスクを紹介し大切さを学ぶための参考資料

情報システム構築時に参照し、「業務の型」で学習し「支援の型」で実践する
「ユーザ視点の情報システム開発ガイドライン『サービスデザイン業務の型、支援の型』として

包括的な参照資料として整備

- 学習する -

業務の型

- 実践する -

支援の型
実践の際、不明点が
ある際は適宜参照
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3.1-4 ガイドライン 「支援の型」 「業務の型」資料の作成

チェックシート、業務の型、支援の型、用語集で構成。SharePoint構築時に有効な各種テンプレートを整備し、操作マニュアル更新も実施。SharePoint構
築を支援するツール・参考資料として活用可能に。なお本ガイドラインはSharePoint構築時の有用性を優先した設計だが情報システムにも応用可能とした。 

03. 事業結果 3.1情報システム等デザイン領域の伴走支援
ガイドライン

作成
プロトタイピング、
ユーザ検証

解決策検討・
ToBe整理

課題把握・
AsIs整理

チェックシート 業務の型

支援の型 用語集
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Index.
3.1 情報システム等デザイン領域の伴走支援

3.1-1 支援対象情報システムの決定

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ

3.1-3 インタラクションデザインの改善支援

3.1-4 ガイドライン 「支援の型」 「業務の型」資料の作成

01. 事業の目的

02. 事業の手法

03. 事業結果

今後の展開案04.

3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

3.2-2 必要事項の検討・整理

3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成

3.2 行政サービスデザイン活動に向けた検討
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行政サービスデザイン活動に向けた検討の概要（背景・目的・方針）

行政サービスデザイン活動に向けた検討は、DXの推進においても行政視点からユーザ視点への転換が求められる中で、サービスデザインの重要性が高まってい
ることを受け、来年度以降の必要な実施項目の検討やロードマップの策定を行う。

03. 事業結果 3.2 行政サービスデザイン活動に向けた検討

ビジョン 人材育成 体制

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

ガイドライン普及活動

• 事業者等の利便性向上のために、利用者の立場に立った行政サ

ービスのBPRを実施し、サービスデザイン思考に基づいたサービス

設計を行っていく必要がある

• DXの推進においても、行政視点からユーザ視点への転換が求め

られており、ユーザ視点で価値を創出する方法論であるサービスデ

ザインの重要性が高まっている

• UI/UX向上を目的とした令和５年度事業の結果、各情報システ

ムを対象としたデザイン領域の伴走支援だけでなく、サービスデザイ

ンプロセスの実施に向けて永続的な取組を行うためのプロセス整

備等が必要であることがわかった

• 本事業では行政サービスデザイン活動に向けた検討を行い、来年

度以降に必要な実施項目の検討やロードマップ策定までを行う

• 検討すべき取組の観点として施策カテゴリを定めたうえで、各施策

カテゴリに沿って実施項目等の検討を行う

• 他の行政機関や民間企業の事例を調査し、来年度以降の活動

において効果的、かつ現実的な施策を策定する

• 将来的には政策デザインへのアプローチを目指す

背景・目的 方針
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行政サービスデザイン活動に向けた検討の概要（対象のデザイン領域）

将来的な政策デザインへの連携や、インタラクションデザインへの効果を見据えつつ、本事業においては行政サービスやシステム、業務を主な対象とした行政
サービスデザイン活動に向けた検討を行う。

03. 事業結果 3.2 行政サービスデザイン活動に向けた検討

ビジョン 人材育成 体制

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

ガイドライン普及活動

行政サービスデザイン活動を推進し、将来的にはより

社会影響度の大きい「政策デザイン」への展開を検討

行政

政策デザイン

職員・国民

行政サービスデザイン

インタラクションデザイン

• 政策
• 法律
• 制度

• 行政サービス
• システム
• 業務

• プロダクト
• コミュニケーション

戦略

実装

提供

社会
影響度

時間軸

大長

小短

行政におけるデザイン領域（再掲）

デザイン対象フェーズ

検討のスコープ
行政サービスデザイン活動の推進により、表層の領域

である「インタラクションデザイン」領域の改善にも寄与
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Index.
3.1 情報システム等デザイン領域の伴走支援

3.1-1 支援対象情報システムの決定

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ

3.1-3 インタラクションデザインの改善支援

3.1-4 ガイドライン 「支援の型」 「業務の型」資料の作成

01. 事業の目的

02. 事業の手法

03. 事業結果

今後の展開案04.

3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

3.2-2 必要事項の検討・整理

3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成

3.2 行政サービスデザイン活動に向けた検討
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他行政機関や企業のDX取組リサーチの概要

行政サービスデザイン活動の方針策定に向け、他行政機関や企業のDXやサービスデザインに係る取組事例をリサーチした。リサーチは、行政サービスデザイン活
動における施策カテゴリごとに実施した。

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

ビジョン 人材育成 体制

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

ガイドライン普及活動

実施手順

1. 施策カテゴリの検討

行政サービスデザイン活動の施策カテゴリを検討。仕様書にて提示された施策カテゴリをベースに、各施策カテゴリの位置づけ

等を整理。また、施策カテゴリについてはリサーチを進める中で適宜アップデートすることとする

2. 事例のリサーチ

整理した施策カテゴリごとに行政機関と民間企業の取組事例をリサーチ。公開情報から幅広くリサーチを実施し、デザイン白

書等の事例集も活用する。リサーチした結果はカテゴリごとに記録する
※ 約30件の事例をリサーチした中で、後続の検討に活用した10件の事例に絞り本資料に掲載。その他の事例についてはAppendix参照

3. リサーチから得られた示唆の整理

各取組事例から行政サービスデザイン活動に活用できるポイントを抽出し、得られた示唆を整理。次年度以降に実施する取

組を検討する際のインプットとする

目的 • 行政サービスデザイン活動の施策を策定するにあたり、参考になる取組事例を収集すること

リサーチ対象 • 行政機関と民間企業における、DXやサービスデザインに関する取組

期間 • 令和6年11月～12月

手法 • Webの公開情報から幅広くリサーチ
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

施策カテゴリの整理

行政サービスデザイン活動に向けた検討を進めるにあたり、必要な観点を「施策カテゴリ」として整理。一般的にサービスデザインの取組において考慮すべき観点に
加え、リサーチする中で修正を行い、「ビジョン」、「人材育成」、「体制」、「普及活動」、「ガイドライン」を施策カテゴリとして設定した。

施策カテゴリの概要と位置づけ

行政サービスデザイン活動におけるビジョンの策定

ビジョン

人材育成 体制 普及活動 ガイドライン

サービスデザイン観点
での人材育成に関す
る施策の検討

行政サービスデザイン
活動に必要な体制の
検討、構築

サービスデザインのナレ
ッジ等を普及する施策
の検討

サービスデザインに関
するガイドラインの策定
や活用に向けた施策
の検討

施策カテゴリの検討方法

1. 仕様書に提示の施策カテゴリをベースに、各施策カテゴリの

概要や位置づけを整理

✓ 「ビジョン、人材育成、体制、普及活動、ガイドライン、アクセシビ

リティ、データ利活用」を候補として検討

2. 各施策カテゴリに該当する取組を一通りリサーチし、前段で

整理した概要や位置づけに齟齬がないか確認

✓ 「アクセシビリティ」「データ利活用」はリサーチした結果、主にインタ

ラクションデザイン領域で活用されていることが判明。施策カテゴリ

ではなく、各施策を検討する際に考慮すべき観点として整理

3.行政サービスデザイン活動にあたり、「ビジョン、人材育成、

体制、普及活動、ガイドライン」を施策カテゴリとして設定
※アクセシビリティ・データ活用の観点は各施策カテゴリの検討時に考慮

ビジョン 人材育成 体制

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

ガイドライン普及活動
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経済産業省 （事例：JAPAN+D）

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

経済産業省全体へのデザインアプローチの普及を目指し、職員有志を中心としたチーム「JAPAN+D」を結成。

特徴

•政策立案プロセスへデザインアプローチ手法を
導入することを前提としたミッションを策定
•新たな政策立案プロセス検討に向け、行政への
デザインアプローチ導入に関心のあるデザイナー、
企業、自治体、省庁等とのコミュニティを形成・
拡大

当事業にて参考にすべき内容

•行政サービスデザイン活動は将来的な政策デザ
インへの連携も見据えていることから、ビジョン策
定にあたってもJAPAN+Dのミッション等に関連
した内容で検討することが可能である

出典：JAPAN+D（https://www.meti.go.jp/policy/policy_management/policy_design/Japanese/index.html）

ビジョン 人材育成 体制

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

【ビジョン】行政機関/企業の取組事例

ガイドライン普及活動

https://www.meti.go.jp/policy/policy_management/policy_design/Japanese/index.html
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商船三井 （事例：DXビジョン）

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

商船三井はDXビジョンの策定に加え、確実にビジョンを達成するために中長期のロードマップや3か年のアクションプランを計画。

特徴

•経営層・中堅・若手社員を交えて、グループの未
来について討議を行い、DXビジョンに反映
•ビジョンをよりブレイクダウンした、8つの項目のアク
ションプランを作成
•ビジョンの策定にあわせてロードマップを作成

当事業にて参考にすべき内容

•ビジョンの内容について複数の職員の意見を取り
入れて作成する
•ビジョンの内容を達成するために必要なアクション
プラン（実施項目）やロードマップの検討を行
う

出典：商船三井グループ DXビジョン（https://www.mol.co.jp/sustainability/innovation/dx/vision/pdf/MOL_Group_DX_Vision.pdf）

ビジョン 人材育成 体制

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

【ビジョン】行政機関/企業の取組事例

ガイドライン普及活動

https://www.mol.co.jp/sustainability/innovation/dx/vision/pdf/MOL_Group_DX_Vision.pdf
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【ビジョン】リサーチ結果サマリ

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

リサーチの結果から、ビジョンの内容はJAPAN+Dを参考にしたうえで、必要な実施項目やロードマップの検討を行う。

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

• 将来的な政策デザインへの連携を見据え、当事業のビジョンはJAPAN+Dのミッションと関連した
内容で検討する

• ビジョンの内容を達成するために必要な実施項目やロードマップの検討を行う

リサーチから
得られた示唆

事例の特徴リサーチ対象 当事業にて参考にすべき内容

政策立案プロセスへデザインアプローチ手法を導入することを前提としたミッ
ションを策定し、行政へのデザインアプローチ導入に関心のあるデザイナー、
企業、自治体、省庁等とのコミュニティを形成・拡大している

経営層・中堅・若手社員を交えて、グループの未来について討議を行い、
DXビジョンに反映している。
また、ビジョンをよりブレイクダウンした、8つの項目のアクションプランを作成し
、ロードマップを作成している。

JAPAN+D

商船三井

• 行政サービスデザイン活動は将来的な政策デザインへの連
携も見据えていることから、当事業のビジョン策定にあたって
もJAPAN+Dのミッション等に関連した内容で検討するこ
とが可能である

• ビジョンの内容について複数の職員の意見を取り入れて作
成する

• ビジョンの内容を達成するために必要なアクションプラン（
実施項目）やロードマップの検討を行う
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

北海道旭川市（事例：デザインプロデューサー育成事業）

出典：デザイン白書2024（https://archive.jidp.or.jp/wpd2024/wpd2024_full_a4.pdf）

特徴

•地域に新しい価値を生み出す人材を育成するため、
研修プログラム「旭川地域デザインプロデューサー育成
事業」を実施。結果として、3年間で約50人のデザイン
プロデューサーを輩出し、市内でのイベントの開催や
起業につながっている。
•どの職員が制作しても、簡単に広報物や情報発信のデ
ザインを統一できるデザインシステムの導入を進めてい
る。仕組みとルールを定め、ツールの開発を予定。

当事業にて参考にすべき内容

•サービスデザインに特化した研修プログラムの用意
•誰でも統一されたデザインが作成できる仕組みとルール
作り、システムの導入

【人材育成】行政機関/企業の取組事例

新しい価値を生み出す人材育成のための研修プログラムを実施。

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://archive.jidp.or.jp/wpd2024/wpd2024_full_a4.pdf
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

富士通株式会社（事例：ワークショッププログラム「WOW」）

出典：ワークショッププログラムでWOW！な体験をしてみよう！（https://note.com/fujitsu_design/n/n47a3985f909d#4f50782a-0e51-4359-8575-784b91573c78）

特徴

•WOW（Workflow Optimization With 
design）をコンセプトに、参加者の部門が抱える業
務上の課題をデザイン思考を用いて最適化することを
テーマにワークショップを実施している。
•最適なディスカッションができるよう、各部門が抱える課
題に対する取り組み状況に応じた3種類のプログラム
を用意している。（左記キャプチャ参照）

当事業にて参考にすべき内容

•サービスデザインに関する観点の一つである、サービス
提供者の業務をデザインする視点を取り入れたワーク
ショップの実施
•デザイン思考を学ぶだけでなく、各参加者の部門が抱
える業務上の課題解決に直接つながるワークショップを
実施

社員の負担が大きく複雑な実際の業務を、デザイン思考を用いて最適化するワークショップを開催。

【人材育成】行政機関/企業の取組事例

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://note.com/fujitsu_design/n/n47a3985f909d#4f50782a-0e51-4359-8575-784b91573c78
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

富士通株式会社（事例：ワークショッププログラム「WOW」）

実施内容

④発表・フィードバック③グループ内で協議②インスピレーショントーク①アイスブレイク

✓ワークショップの参加者同士で、
自己紹介を実施

✓アイスブレイクを実施し、参加
者同士で意見が伝えやすい関
係や、雰囲気を構築

✓課題を感じている業務のありた
い姿を検討する前に、社会の
価値観の変化や、先進事例を
共有し、参加者が未来に対し
て想像が膨らむようにディスカッ
ション

✓ワークショップのテーマである、参
加者の部門が抱える業務上の
課題に対して、理想の姿や、
実現アイデアを協議

✓グループディスカッションを通じ
て、参加者同士のアイデアをブ
ラッシュアップ

✓参加者の部門が抱える業務の
理想像、実現アイディアについ
てグループごとに発表

✓他のグループからフィードバックを
もらうことで、アイディアをブラッ
シュアップ

出典：ワークショッププログラムでWOW！な体験をしてみよう！（https://note.com/fujitsu_design/n/n47a3985f909d#4f50782a-0e51-4359-8575-784b91573c78）

ワークショップは4ステップで実施し、デザイン思考の一般的な流れを体験しながら課題を解決する内容で進められた。

【人材育成】行政機関/企業の取組事例

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://note.com/fujitsu_design/n/n47a3985f909d#4f50782a-0e51-4359-8575-784b91573c78
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

福井県（事例：政策課題をテーマとしたワークショップ）

出典：福井県における「政策デザイン」の構想と実践（https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/seiki/design/gyosei-system_d/fil/gyosei-system.pdf）

特徴

•各事業担当課が案件で抱える政策課題を解決するた
め、案件の分野に知見を持つ県内のデザイナーやクリエイ
ターとのワークショップを開催。
•ワークショップのアイデアを、政策課題の解決に直結さ
せるために、担当課から意思決定できる責任者が参加
している。

当事業にて参考にすべき内容

•実務で発生した課題を、専門家の意見を取り入れなが
ら、直接解決するワークショップを検討する。
•ワークショップで生じたアイデアが実務の課題解決につな
がるように、意思決定できる責任者が参加する。

県民からの意見を政策に反映するため、実際の政策課題をテーマにデザイン思考を体験するワークショップを実施。

【人材育成】行政機関/企業の取組事例

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/seiki/design/gyosei-system_d/fil/gyosei-system.pdf
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【人材育成】リサーチ結果サマリ

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

• 人材育成においては研修やワークショップ等、職員に学習を委ねるのではなく参加型の施策が有効である

• その際、実務課題に沿ったテーマを設定することや、意思決定に関わる責任者も受講すること等により、大
きな効果が見込まれる

リサーチから
得られた示唆

事例の特徴リサーチ対象

デザインをリードする人材を育成するため、研修プログラム「旭川地域デ
ザインプロデューサー育成事業」を実施している。

従業員が抱える業務課題を、デザイン思考で最適化するワークショップ
を実施している。

政策課題を解決するため、意思決定できる責任者が参加するワーク
ショップを実施している。

サービスデザインに関する勉強会を実施することにより、プロジェクト単位
の知見やノウハウの共有を進めている。

職員向けのデザイン思考研修の実施、知的財産の重要性を”自分ご
と化” する動画を公開を実施している。

北海道旭川市

富士通株式会社

福井県

デジタル庁

経済産業省
特許庁

サービスデザインのガイドラインを使用し、サービスデザインの考え方・プロ
セス・手法を学ぶ研修を実施している。

当事業にて参考にすべき内容

• デザインを牽引する人材を選定し、重点的に研修を実
施

• デザイン思考を用いて、実際の業務課題を解決するワ
ークショップを実施

• プロジェクト終了後、サービスデザインの活用方法や知
見を共有する勉強会を実施

• デジタル庁の既存のオンライン研修を活用

• サービスデザインに関するガイドラインの実践に向けた研
修

東京都

リサーチの結果から、サービスデザイン活動における有効な人材育成の取組は、研修もしくはワークショップによるものと考えられる。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

ワークショップ

研修
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

株式会社NTTドコモ

サービスのデザインクオリティ統制のため、デザイナーと開発担当者で「Design Head Quarters」を組成。

出典：NTTドコモ「ahamo」開発担当者と語る、組織横断のサービスデザインプロセス（https://www.4digit.com/topics/211022/）

特徴

•デザイナーと開発担当者で組成されたチームによって、
サービス全体としての機能、デザインを評価し、複数
チームで作成したアウトプットに統一感を持たせた。

•2021年度にグッドデザイン賞を受賞。サービスデザイン
のプロセスを実践し、成功させたプロジェクトとして、社
内のモデルケースとなった。

当事業にて参考にすべき内容

•国民向けのサービスを作成する際、担当者のレビュー
だけでなく、サービスデザインチームによるデザイナー
視点でのレビューを実施する。

•デザイン面、機能面からサービスをレビューするため、
サービスデザインチームを新設する。

【体制】行政機関/企業の取組事例

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://www.4digit.com/topics/211022/
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【体制】リサーチ結果サマリ

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

デザインを重視する企業の多くは、サービスデザイン活動の推進にあたり、サービスデザインの取組に特化した組織やチームを設置している。また、設置したサービ
スデザインチームによって、人材育成、普及活動、ガイドライン整備が行われている。

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

• サービスデザイン活動推進にあたり、サービスデザインに特化した組織やチームを設置している

• 設置したサービスデザインチームによって、人材育成、普及活動、ガイドライン整備が行われている

リサーチから
得られた示唆

事例の特徴リサーチ対象 当事業にて参考にすべき内容

社内のデザインを牽引する組織「東京社会イノベーション協創センタ」を設
立

デザイナーと開発担当者で組成されたチームによって、サービス全体としての
機能、デザインを評価し、複数チームで作成したアウトプットに統一感を持
たせた。

社内のデザインを牽引する組織「Tangity」を設立

株式会社日立製作所

株式会社NTTドコモ

株式会社NTTデータ

社内のデザイン事業を主管する部署として「デザイン本部」を設立

• デザイン面、機能面からサービスをレビューするため、サービス
デザインチームを新設する

• サービズデザインに特化した組織、部署を立ち上げ、デザ
イン領域をリードする役割を担う

パナソニック株式会社
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

出典：デザイン思考は、企業文化に何をもたらしたのか？（https://www.fujitsu.com/jp/group/flm/about/resources/topics/2023/0712.html）

富士通株式会社（事例：社内SNSコミュニティ）

特徴

•デザイン思考をグループ全体に浸透させるために、社内
SNSコミュニティ「やわらかデザイン脳になろう」を設立。社
員同士が 「デザイン思考」に関するナレッジを共有してい
る。
•コミュニティ立ち上げから2年で、3000人を超える従業員
が参加し、従業員から自主的に「デザイン思考」に関す
る活動がボトムアップで数多く生まれている。

当事業にて参考にすべき内容

•社内コミュニケーションツールで、サービスデザインに関する
ナレッジを職員同士で共有できるプラットフォームを開設
•職員たちから自主的にサービスデザインに関する活動が
生まれ、ボトムアップで省内へ普及できる施策

デザイン思考を社内へ浸透させるため、社員同士がデザイン思考のナレッジを共有する社内SNSコミュニティを作成。

【普及活動】行政機関/企業の取組事例

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://www.fujitsu.com/jp/group/flm/about/resources/topics/2023/0712.html
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

株式会社日立製作所（事例：「Inside Hitachi Design」）

出典：Inside Hitachi Design（https://medium.com/inside-hitachi-design）

日立製作所のデザインに関する考え方や取組を情報発信サイトにて社外向けに発信。

特徴

•情報発信サイト「Inside Hitachi Design」を立ち上
げ、デザインに関する日立の考え方や取組を社会へ発
信している。

•製品やサービスの背景や、デザイナーや研究者が今考
えていること等、デザインに関する幅広いトピックについ
てブログ形式で自由に発信している。

当事業にて参考にすべき内容

•デザインをテーマとした情報発信サイトを立ち上げ、省
内のデザイナーが自由にトピックを発信できるようにす
る。

【普及活動】行政機関/企業の取組事例

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://medium.com/inside-hitachi-design
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【普及活動】リサーチ結果サマリ

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

• 内部向けの普及活動では、ナレッジの共有を促進するためのプラットフォーム開設の事例がある

• 外部向けの普及活動では、WebサイトやSNSを通じたサービスデザインに関する情報発信が行わ
れている

リサーチから
得られた示唆

特徴 当事業にて参考にすべき内容リサーチ対象

デザイン組織「Tangity」から、ホームページやNoteを通じてデザイン思
考に関する取組を社外へ発信

• デザインをテーマとした情報発信サイトを立ち上げ、省内のデザイナ
ーが自由にトピックを発信できるようにする

• 既存のホームページやX等を活用してサービスデザインに関する取
組について発信する

デザイン思考をグループ全体に浸透させるために、社内SNSコミュニティ
「やわらかデザイン脳になろう」を設立し、社員同士が 「デザイン思考」
に関するナレッジを共有している。

情報発信サイト「Inside Hitachi Design」を立ち上げ、デザインに関
する日立の考え方や取組を社会へ発信している。

• 社内コミュニケーションツールで、サービスデザインに関するナレッジを
職員同士で共有できるプラットフォームを開設

株式会社NTTデータ

富士通株式会社

株式会社日立製作
所

リサーチの結果から、サービスデザイン活動における有効な普及活動の取組は、ナレッジの共有プラットフォームの開設や、オンラインでの情報発信であると考えられる。

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

出典：デザイン思考テキストブック「Transformation by Design デジタルトランスフォーメーションに挑戦するデザイン戦略とサービスプランニング」
（https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/designbook/）

富士通株式会社（事例：テキストブック）

デザインの意味理解 富士通の実践知 サービスデザインのツール紹介

特徴

•デザイン思考に関する富士通の実践知（ノウハ
ウ、過去事例）と、ミラノ工科大学のデザイン思
考に関する哲学をまとめたテキストブックを作成。
•グローバルでリーダーとなれるようなデザイン思考人
材を育てるための教材や、社員がデザイン思考を
実務で活用するためのガイドブックとして使用さ
れている。

当事業にて参考にすべき内容

•経産省における、サービスデザインに関する過去
事例を活用し、職員がサービスデザインを実務に
取り入れるためのガイドラインとして普及させる。

デザイン思考をグループ全体に浸透させるため、富士通の実践知をまとめたデザイン思考のテキストブックを作成。

【ガイドライン】行政機関/企業の取組事例

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/designbook/
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03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

株式会社日立製作所（事例：ガイドライン「NEXPERIENCE」）

出典：顧客協創方法論 「NEXPERIENCE」の体系化（https://www.hitachihyoron.com/jp/pdf/2015/11/2015_11_02.pdf）

日立のデザイナーと研究者が培った、顧客を中心にサービスを作るノウハウを体系化し、研修を通じて実務で活用できるガイドラインを作成。

特徴

•日立のデザイナーと研究者が培ってきた、顧客の価値
を中心に、課題発見・解決案の創出・価値検証を行
うノウハウを体系化したガイドラインを作成。

•デザインシンキングを実践的な知識として習得した人材
を増やすため、ガイドラインを活用した研修を実施し、
1,000件以上のプロジェクトへ適用した実績を持つ。

当事業にて参考にすべき内容

•サービスデザインを実践的な知識として習得するために、
研修で使用できるような、実務への活用を想定したガ
イドラインを作成する。

【ガイドライン】行政機関/企業の取組事例

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

https://www.hitachihyoron.com/jp/pdf/2015/11/2015_11_02.pdf
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【ガイドライン】リサーチ結果サマリ

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

ガイドラインに関する取組事例では、ガイドラインを理解するために研修で活用したり、ガイドラインを実践するためのツールを準備することで、デザインの考え方
を業務プロセスに組み込めるようにする取組が行われている。

• 自組織に適用できるよう独自のガイドラインを作成し、理解を促進するための研修を実施している

• 簡易で使いやすいツールを準備することで、デザインの考え方を業務プロセスに組み込めるようにしている

東京都

株式会社日立製作所

富士通株式会社

デジタルサービスの新規開発プロセスにおいて、独自ツールである「東京
都サービスキャンバス」の作成を必須としている

研修で学んだツールの使用方法を1,000件以上のプロジェクトで適用
している

社員がデザイン思考を実践するためのガイドブックとして活用されている

ガイドラインを使用して、サービスデザインの考え方・
プロセス・手法を学ぶ研修を実施

ガイドラインの「理解」に向けた取組 ガイドラインの「実践」に向けた取組

リサーチから
得られた示唆

リサーチ対象

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理
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リサーチ結果サマリ一覧（全ての施策カテゴリ）

03. 事業結果 3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

リサーチから得られた示唆として、政策デザインへの連携を見据えたビジョンとロードマップ策定、研修・ワークショップの実施、デザインに特化した組織・チー
ムの設置、ナレッジ共有・情報発信、ガイドラインの業務プロセスへの組込みが有効と考えられる。

施策カテゴリ

人材育成 体制 ガイドライン普及活動ビジョン

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

リサーチから得られた示唆 参考事例

ビジョン

人材育成

体制

JAPAN+D、商船三井

デジタル庁、特許庁、東京都、
北海道旭川市、富士通株式会
社、福井県

株式会社NTTドコモ、株式会社
NTTデータ、株式会社日立製
作所、パナソニック株式会社

• 将来的な政策デザインへの連携を見据え、当事業のビジョンはJAPAN+Dのミッションと
関連した内容で検討する

• ビジョンの内容を達成するために必要な実施項目やロードマップの検討を行う

普及活動

ガイドライン

富士通株式会社、株式会社日
立製作所

東京都、富士通株式会社、株
式会社日立製作所

• 人材育成の成功事例をリサーチした結果、研修、もしくはワークショップの実施が有効な
事例が多い

• デザイン活動推進にあたり、デザインに特化した組織やチームを設置している企業が多い
• 設置したデザインチームによって、人材育成、普及活動、ガイドライン整備が行われている

• 内部向けにはナレッジの共有を促進する施策がある
• 外部向けにはWebサイトやSNSを通じたサービスデザインに関する情報発信が行われてい

る

• ガイドラインの理解を促進するために研修を実施している
• 簡易で使いやすいツールを準備することで、デザインの考え方を業務プロセスに組み込める

ようにしている
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必要事項の検討・整理の概要

必要事項の検討・整理では、今後取り組むべき施策（ToBe）の策定を目的として、施策カテゴリごとに、これまでの取組（AsIs）を整理し、リサーチ結果を踏ま
えて、ToBe施策の方向性と具体的な実施内容を検討・整理する。

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理 他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

施策カテゴリの概要と位置づけ（再掲）

行政サービスデザイン活動におけるビジョンの策定

ビジョン

人材育成 体制 普及活動 ガイドライン

サービスデザイン
観点での人材育
成に関する施策
の検討

行政サービスデ
ザイン活動に必
要な体制の検
討、構築

サービスデザイン
のナレッジ等を普
及する施策の検
討

サービスデザイン
に関するガイドラ
インの策定や活
用に向けた施策
の検討

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動
AsIs
整理

ToBe
検討

実施手順

（ビジョン）

1. 参考事例や現状の課題を基にビジョンの方向性を検討

2. 方向性に沿った内容でビジョンを具体化

目的

実施方法

• 来年度以降の行政サービスデザイン活動のロードマップ策
定に向け、取り組むべき施策（ToBe）を検討すること

• 経済産業省の過去の取組（AsIs）に関するヒアリング

• リサーチ結果とヒアリングを踏まえたToBeの検討

実施手順

(他施策カテゴリ)
※ 次頁参照
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必要事項の検討・整理の概要（他施策カテゴリの実施手順）

人材育成、体制、普及活動、ガイドラインの各施策カテゴリにおいては、AsIsを踏まえたToBe施策を検討し、ToBe案の実施方法を評価・選定した上で具体
化を行う。

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理 他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

• 選定した案について、実現に向けて内容を具体化する

• 多くの実施方法案が考えられる場合、それぞれの効果や実現難易度の観点で評価を
行い、具体化する案を選定する

• ToBeの方向性に沿って発散的にToBeの案出しを行う

• 出した案を基に、ディスカッションを行い、実施方法案を検討する
ToBeの実施方法案検討

ToBeの方向性検討

AsIsのヒアリング

実施方法案の評価・選定

実施方法案の具体化

• リサーチ結果とヒアリングを基に、来年度以降のToBeの方向性を策定する

• 行政サービスデザインに関連する過去の取組（AsIs）に関してヒアリングを行う

実施手順

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動
AsIs
整理

ToBe
検討
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活動の指針となる、
組織が果たすべき使命や存在意義

ミッションの実現に向けて、
組織が目指す理想の姿

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ミッションとビジョンの定義

「ミッション」と「ビジョン」を定義し、共通認識を持つことで、行政サービスデザイン活動が一貫した取組となることを目指す。

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動
AsIs
整理

ToBe
検討

ミッション ビジョン
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ミッション・ビジョンの策定方針① – JAPAN+Dの参考事例

ビジョンの上位概念であるミッションを最初に検討するにあたり、政策デザインの取組と方向性を合わせるため、JAPAN+Dのミッションを踏まえて策定する。

ミッション・ビジョンの策定方針①

• 当事業で推進する行政サービスデザイン活動は、将来的に政策デ

ザインへの連携を見据えている。

• 政策デザインの取組と方向性を合わせる必要があり、当事業で策定

するミッションについては、経済産業省内で政策デザインをリードする

JAPAN+Dのミッションを踏まえた内容を検討している。

行政におけるデザイン領域 JAPAN+Dのミッション

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe
検討

政府

政策デザイン

国民

行政サービスデザイン

インタラクションデザイン

• 政策
• 法律
• 制度

• 行政サービス
• システム
• 業務

• プロダクト
• コミュニケーション

戦略

実装

提供

社会
影響度

時間軸

大長

小短

デザイン対象フェーズ
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ミッション・ビジョンの策定方針② – 背景・課題

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

当事業の背景・課題を踏まえ、ミッション・ビジョンの方向性として「利用者の立場に立つこと」や「永続的なプロセス整備をすること」等の考え方を取り入れる。

課題

• 行政機関等が提供するサービスにおいてUI/UX、アクセシビ
リティが確保できていない。特に各局や担当課室の職員が運
用を行う情報システムにおいて、デザイン領域の課題がある

• サービスデザインプロセスの実施やUI/UX、アクセシビリティ
向上について、永続的な取組を行うためのプロセス整備等が
不十分である

背景
• 事業者等の利便性向上のためには、利用者視点に立った行
政サービスのBPRを実施し、サービスデザイン思考に基づいた
サービス設計を行っていく必要がある

※ 仕様書「2. 事業概要 (1) 事業の背景、課題」より

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

ミッション・ビジョンの策定方針②

• 背景と課題を踏まえ、利用者の立場に立った

行政サービスのBPRや、デザイン領域の課題に

アプローチしていくこと、永続的な取組を行うため

のプロセス整備等を実施していくことを内容に含

めたビジョンを策定する

AsIs
整理

ToBe
検討
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ミッション案のご提案

「ミッション・ビジョンの策定方針」を踏まえ、ミッション案として、「具体的で活動内容が理解しやすい案」と「抽象的で活動を広義にとらえることができる案」の
2つを候補として検討した。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe
検討

内容
• デザインアプローチを取り入れ、ユーザ視点の行政

サービスを実現する

• デザインアプローチを取り入れ、利用者・提供者が

使いやすいユーザ視点の行政デジタルサービスを実

現する

特徴 文言が具体的で活動内容が理解しやすい 文言が抽象的で活動を広義にとらえることができる

ミッション案① ミッション案②
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ビジョン案のご提案

「ミッション・ビジョンの策定方針」を踏まえ、ビジョン案についても、 「具体的で活動内容が理解しやすい案」と「抽象的で活動を広義にとらえることができる
案」の2つを候補として検討した。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

内容
• サービスデザインの考え方やプロセスが普及すること

• より良いサービスデザインプロセスを追及し続けること

• 職員にサービスデザインの考え方が浸透すること

• 行政サービスが、サービスデザインプロセスに沿って推
進されること

• サービスデザインに関するプロセスを継続的に改善す
ることで、永続的な取組としていくこと

特徴 文言が具体的で活動内容が理解しやすい 文言が抽象的で活動を広義にとらえることができる

ビジョン案① ビジョン案②

AsIs
整理

ToBe
検討
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施策カテゴリごとの検討の進め方

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

行政サービスデザイン活動の施策が、共通認識のもと推進されるよう、「ミッション・ビジョン案」を踏まえて各施策カテゴリを検討する。

施策カテゴリの概要と位置づけ（再掲）

行政サービスデザイン活動におけるビジョンの策定

ビジョン

人材育成 体制 普及活動 ガイドライン

サービスデザイン
観点での人材育
成に関する施策
の検討

行政サービスデ
ザイン活動に必
要な体制の検
討、構築

サービスデザイン
のナレッジ等を普
及する施策の検
討

サービスデザイン
に関するガイドラ
インの策定や活
用に向けた施策
の検討

「ミッション・ビジョン」を踏まえ、それらを実現するために必要

な各施策カテゴリにおける必要事項（ToBe）を検討する

・・・

ミッション・ビジョンの策定と活用

前述の「ミッション・ビジョン案」をベースに、行政サービスデザイ

ン活動のミッション・ビジョンを決定する
・・・

実施方法案

の具体化

実施方法案

の評価・選定

実施方法案

の検討

ToBeの

方向性検討

AsIsの

ヒアリング
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大臣官房DX室人材育成チームへヒアリングしたAsIs

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

• 評価の変更や、補助金の導入は他部門との調整が必要となるため、クイックに導入すること
が困難

• 研修については既に実施した実績もあり、導入へのハードルは比較的低い。ただし、過去の
研修の実績から、実務イメージが湧くものとする必要がある

ヒアリングから得られた示唆

大臣官房DX室人材育成チームでは研修の実証を通じて、人材育成の方向性を検討している。その他にも資格取得に関する人事評価・福利厚生の施策に取組ん
でいるが、実現へのハードルが高い。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe
検討
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DX室へヒアリングしたAsIs

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

• サービスデザインに関する研修等は存在するものの受講が必須ではないため、職員が一律で
サービスデザインについて学ぶ機会は提供されていない

ヒアリングから
得られた示唆

主催 取組概要 必須/任意領域

経済産業省

デジタル庁

その他

• 有識者による様々なテーマのセミナー

• 若手職員向けの研修

• サービスデザインに関するオンライン基礎研修※

• デザインに関するスポット研修

• 広報やデザインに関する研修

• YouTube動画でサービスデザインに関する動画配信

必須

任意

政策デザイン

サービスデザイン

サービスデザイン

インタラクションデザイン

インタラクションデザイン

不特定

「人材育成」に関する取組を整理したところ、サービスデザインに関する研修等は存在するものの、受講が必須でないため、職員が一律でサービスデザインを
学ぶ機会は提供されていない。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs

整理
ToBe
検討

※ デジタル庁 令和6年度情報システム統一研修実施計画 https://www.e-gov.go.jp/sites/default/files/filebrowser/shukan/doc/it-traininng-plan.pdf
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ToBeの方向性：研修・ワークショップの実施

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ヒアリングで収集したAsIs、事例リサーチ結果から、研修もしくはワークショップを通じて人材育成を行うことが現実的であり、効果が期待できる。

• 研修は導入可能
• 実務で活用できる研修内容が望まし

い

• サービスデザインに関する受講必須の
研修は存在しない

• 研修やワークショップを実施しているケ
ースが多い

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

• 人材育成は、研修もしくはワークショップを
通じて行う

• 具体的な実施方法案については、効果や
コスト等を含めて検討する

ToBeの方向性人材育成チームへ
ヒアリングした

AsIs

DX室へ
ヒアリングした

AsIs

他企業・自治体の
事例リサーチ

結果
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

サービスデザイン人材育成全体像案 ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

難

易

習得スキル（目安）

専門家

- つくる -

有識者

- 使える -

担当者

- 分かる（上級） -

役割

初学者

- 分かる（初級）-

要件

• サービスデザインに関する専門的な知見を有する

• 幅広い分野でサービスデザインプロセスの推進やマネジメントの
実務経験がある

• 組織や人材育成の課題に対して戦略的に施策の策定・推進
ができる

• 特定の分野において独力でサービスデザインプロセスの推進
や一部マネジメントができる

• サービスデザイン全般に関する知見を有する

• 専門家や有識者が設計したサービスデザインプロセスに沿って、
プロセス全体を理解しながら自分の担当領域の実行ができる

• サービスデザインに関する基礎知識があり、サービスデザインプ
ロセス推進のサポートができる

• 業務上の資料作成等においてデザイン観点を留意することが
できる （※ 本事業では対象外）

※ 幅広い分野での実践
や組織全体に係る取
組推進が求められる

• ユーザ調査設計

• ワークショップ設計

• ペルソナ全体調整

• ワイヤーフレーム作成

• ユーザ調査実行

• 個別ペルソナ策定

• 基礎知識の理解

• 見やすい資料作成

実施方法案の検討にあたり、必要な人材の全体像を「専門家」「有識者」「担当者」「初学者」と4つのレベルに分けて定義。
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

サービスデザイン人材育成全体像案（詳細）

※次ページに各スキル・資格の内容を掲載

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

難

易

役割 要件
IPAの

該当スキル※

HCD-Netの
該当資格※習得スキル（目安）

専門家

- つくる -

有識者

- 使える -

担当者

- 分かる（上級） -

初学者

- 分かる（初級）-

• サービスデザインに関する専門的な知見を有する

• 幅広い分野でサービスデザインプロセスの推進やマネジメン
トの実務経験がある

• 組織や人材育成の課題に対して戦略的に施策の策定・
推進ができる

• 特定の分野において独力でサービスデザインプロセスの推
進や一部マネジメントができる

• サービスデザイン全般に関する知見を有する

• 専門家や有識者が設計したサービスデザインプロセスに沿っ
て、プロセス全体を理解しながら自分の担当領域の実行
ができる

• サービスデザインに関する基礎知識があり、サービスデザイン
プロセス推進のサポートができる

• 業務上の資料作成等においてデザイン観点を留意すること
ができる （※ 本事業では対象外）

DXスキル標準

• サービスデザイナー

• UX/UIデザイナー

ITスキル標準レベル
3～4

ITスキル標準レベル2

人間中心設計専門
家

（認定HCD専門家
）

人間中心設計スペシ
ャリスト

（認定HCDスペシャリ
スト）

HCD基礎検定資格
者

ITスキル標準レベル1 -

※ 幅広い分野での実践
や組織全体に係る取
組推進が求められる

• ユーザ調査設計

• ワークショップ設計

• ペルソナ全体調整

• ワイヤーフレーム作成

• ユーザ調査実行

• 個別ペルソナ策定

• 基礎知識の理解

• 見やすい資料作成

4つのレベルに分けられたサービスデザイン人材をそれぞれIPAやHCD-Netのスキルや資格と対応する形で整理。
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

スキル 要件 資格 要件※

HCD-Netの資格IPAが定めるデジタルスキル標準・ITSS

デジタルスキル標準・ITSSおよびHCD-Netの資格要件一覧

DXスキル標準

• サービスデザイナー

• UX/UIデザイナー

人間中心設計
専門家

ITスキル
標準レベル

3～4

人間中心設計
スペシャリスト

ITスキル
標準レベル

2

HCD基礎検定
資格者

• ユーザの課題や行動から価値を定義しサービスの方針を策定す
るとともに、それを継続的に実現するための仕組みづくりをすること
ができる

• ユーザ体験を設計し、サービスの情報設計や、機能、情報の配
置、外観、動的要素のデザイン等、一連のプロセス全てを推進
することができる

• チームメンバーとして与えられた業務を独力で遂行できる実務能
力を有する

• 専門領域が確立し、チームリーダとして部下を指導し、スキルや
経験を活用して要求水準を満たす成果をあげることができる

• 基礎的な知識を幅広く有したうえで、一部独力で担当作業を実
施することができる。

専門家

有識者

担当者

• HCDプロセスに沿ってプロジェクトを推進し、マネジメントすることが
できる

• 組織に対してHCDを導入し、普及・推進することができる

• 五年以上の実務経験を有する

• プロジェクトにおいて人間中心設計のプロセスの各活動を実施し
て適切な成果物を作成することができる

• 二年以上の実務経験を有する

• 人間中心デザインの理念を理解し、有識者や専門家と連携した
取組を推進できる。

• 人間中心デザインの各段階における活動で用いる代表的な手
法などについて、その必要性も含め正しく理解しており、実務上の
ポイントを説明できる。

ITスキル
標準レベル

1

• 基礎的な知識を幅広く学んでおり、サポートを受けながら担当作
業を実施することができる。

初学者

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

定義した4つの役割に相当するIPAが定めるデジタルスキル標準・ITSSおよびHCD-Netの資格について、要件を整理。サービスデザイン人材のレベル（専門
家・有識者・担当者・初学者）の妥当性を確認した。
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実施方法案の検討

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ヒアリングで収集したAsIs、他事例のリサーチ結果から、研修・ワークショップの実施方法について難易度別に7つの案を検討した。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

実施方法案 概要

ユーザ視点の重要性と、ペルソナの作成方法についてグループワークを通じて実践方法を学ぶ
研修

サービスデザインに関する体系的な基礎知識を学ぶe-learning研修

サービスデザインに関する体系的な基礎知識を学ぶオンライン集合研修

PJ（プロジェクト）内で得られたサービスデザインに関する知見やノウハウを共有する勉強会

サービスデザインに関するガイドラインを使用した、ガイドラインの実践を目的とした研修

デザイン思考を用いて、実務で生じた課題を解決することをテーマとしたワークショップ

省内でデザイン領域を牽引する人材を育成するための、専門的な研修

ペルソナ作成研修
（令和5年度事業※1にて作成）

e-learningによるデザイン基礎研修
（市販サービス※2を利用）

サービスデザイン基礎研修
（デジタル庁の研修）

PJ単位での勉強会

ガイドラインを用いた実践研修

(新規作成)

実務課題解決ワークショップ

(新規作成)

デザインリーダー育成研修
(新規作成)

※1 令和５年度経済産業省デジタルプラットフォーム構築事業（経済産業省デジタルプラットフォームＵＩ／ＵＸ向上のための調査事業）
※2 例：Udemy 【創造力、発想力を高める】デザイン思考の基本マスターコース（https://udemy.com/course/design-thinking-basic/）

難
易
度

高

低

https://udemy.com/course/design-thinking-basic/
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実施方法案の評価・選定方法

研修・ワークショップの実現方法案から、具体化させる案を選定するために、施策の効果と難易度に関する6つの評価観点にて評価を実施。

効果

コスト

効果測定の
しやすさ

対象者数

1

2

3

4

スケジュール5

ステークホルダー
との調整

6

評価基準評価観点

○：理解を深め、実務に活用できる
△：理解は深まるが、実務に活用できない（活用しづらい）
× ：理解が深まるか定かではない

○：経済産業省の全職員が参加できる
△：一部の職員が対象になるが、対象者数は調整できる
× ：ごく一部の限られた職員しか参加できない

○：ステークホルダーとの調整がほとんど発生しない
△：ステークホルダーと調整は発生するが、調整可能な範囲である
× ：ステークホルダーと調整が発生し、難航する可能性がある

• 受講/参加した職員にとってサービスデザインの理解がどの
程度深まるか

• 施策の効果を受けられる職員の人数はどの程度か

• 施策の効果は測定しやすいか

• 施策の実施にあたり、コストはどの程度かかるか

• ステークホルダーとの調整は発生するか
• 発生する場合は調整がどの程度難しいか

• 施策の実施までに準備期間がどの程度かかるか
○：半年以内の準備期間で実施可能である
△：1年以内の準備期間で実施可能である
× ：数年程度の長期的な準備期間を要する

○：効果測定が容易にできる
△：工夫すれば、効果測定ができる
× ：施策の効果測定が困難または不可能である

○：一般的な研修やワークショップと比較してコストが低い
△：一般的な研修やワークショップと同程度のコストがかかる
× ：一般的な研修やワークショップと比較してコストが大幅に高い

実
現
の
難
易
度

施
策
の
効
果

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実施方法案の評価・選定（1/3）

7つの実施方法案を、施策の効果と実現の難易度に関する観点で評価した結果、ガイドラインを用いた実践研修、実務課題解決ワークショップ、デザインリーダー
育成研修、サービスデザイン基礎研修（デジタル庁の研修）及びペルソナ作成研修を具体化する対象として選定した。

効果

コスト

効果測定の
しやすさ

対象者数

スケジュール

ステークホルダー
との調整

実
現
の
難
易
度

施
策
の
効
果

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

e-learningによるデザイン基礎研修
（市販サービス※2を利用）

△教材の導入コストに加え、学習状況を管理す

るシステム導入コストがかかる可能性

× デジタル庁のサービスデザイン基礎研修の

受講対象者と重複する可能性

○管理システムを用いて各職員の学習状況や理

解度を把握できる

△体系的な基礎知識の習得は可能だが、実践

的な内容は学習しづらい

○既存サービス、コンテンツ等の活用が可能であり、

来年度に実施できる

○時間や場所を選ばないため、参加者の所属課

室等と調整せずに受講できる

※1 令和５年度経済産業省デジタルプラットフォーム構築事業（経済産業省デジタルプラットフォームＵＩ／ＵＸ向上のための調査事業）
※2 例：Udemy 【創造力、発想力を高める】デザイン思考の基本マスターコース（https://udemy.com/course/design-thinking-basic/）

ペルソナ作成研修
（令和5年度事業※1にて作成）

○昨年度作成した研修資料を使用するため、コ

ストをかけずに導入可能

○省内全ての職員が対象となる

△アンケートの実施等により、受講者視点での効

果測定はできる

○座学だけでなく、実際に作成するワークを通じて、

実務へ活用できる学習が可能

○既存のコンテンツを活用するため、実施方法が

決まり次第、来年度に実施できる

○参加人数や日程の調整が中心であり、調整の

ハードルが低い

サービスデザイン基礎研修
（デジタル庁の研修）

○既存の研修を活用するためコストはかか

らない

○省内全ての職員が対象となる

○学習管理システムを用いることで、各職

員の学習状況や理解度を把握できる

△体系的な基礎知識の習得は可能だが、

実践的な内容は学習しづらい

○デジタル庁の研修を活用するため、導入

方法決まり次第、来年度に実施できる

○令和6年度は8月1回、オンライン開催

○既存の研修を活用するため、参加者の

所属課室の了解のみで受講できる

https://udemy.com/course/design-thinking-basic/
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実施方法案の評価・選定（2/3）

7つの実施方法案を、施策の効果と実現の難易度に関する観点で評価した結果、ガイドラインを用いた実践研修、実務課題解決ワークショップ、デザインリーダー
育成研修、サービスデザイン基礎研修（デジタル庁の研修）及びペルソナ作成研修を具体化する対象として選定した。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

効果

コスト

効果測定の
しやすさ

対象者数

スケジュール

ステークホルダー
との調整

実
現
の
難
易
度

施
策
の
効
果

PJ単位での勉強会

○PJで使用しているものを活用すれば、コストは

比較的低い

△PJに所属している職員が対象だが、PJ外から

参加を容認する等の調整ができる

△アンケートの実施等により、受講者視点での効

果測定はできる

○PJ内の実践的な知識を習得することができる

○各PJで活用できるコンテンツの準備は必要にな

るが、来年度実施できる

× 複数のPJに対して、研修の実施を依頼するた

め、難航する可能性が高い

ガイドラインを用いた実践研修
（新規作成）

○既存のガイドラインを使用すれば、コストをかけ

ずに導入できる

○省内全ての職員が対象となる

△アンケートの実施等により、受講者視点での効

果測定はできる

○基礎知識の習得ができる。扱うガイドラインよっ

ては、実務に活かすことができる

○既存のガイドラインを活用できるため、来年度

中に実施できる

○参加人数や日程の調整が中心であり、調整の

ハードルが低い

実務課題解決ワークショップ
（新規作成）

△ワークショップで使用するツールやフレーム

の準備等にコストがかかる

△業務経験を持つ職員が対象となる

（新規入省者は対象外である）

○ワークショップ終了後、業務課題が解決

されたかという観点で効果測定ができる

○座学だけでなく実際に体験することで業

務に生かしやすい学習ができる

○コンテンツ作成や参加者の調整等に期

間を要するが、来年度中に実施できる

○参加人数や日程の調整が中心であり、

調整のハードルが低い
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実施方法案の評価・選定（3/3）

7つの実施方法案を、施策の効果と実現の難易度に関する観点で評価した結果、ガイドラインを用いた実践研修、実務課題解決ワークショップ、デザインリーダー
育成研修、サービスデザイン基礎研修（デジタル庁の研修）及びペルソナ作成研修を具体化する対象として選定した。

• ガイドラインを用いた実践研修

• 実務課題解決ワークショップ

• デザインリーダー育成研修

• サービスデザイン基礎研修（デジタル庁の研修）

• ペルソナ作成研修（令和5年度事業※にて作成）

上記5つの実施方法案については、「×」になる（実現不

可である）観点がないため一定有効な実現方法と評価

し、次の手順にて具体化する対象として選定

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

評価・選定結果

効果

コスト

効果測定の
しやすさ

対象者数

スケジュール

ステークホルダー
との調整

実
現
の
難
易
度

施
策
の
効
果

デザインリーダー育成研修
（新規作成）

△研修コンテンツの用意や、専門講師のアサイン

にコストがかかる

△選定された職員のみが対象になるため、対象

者数は限られる

△アンケートの実施等により、受講者視点での効

果測定はできる

○専門的かつ、実践的な知識を取得することが

できる

△作りこんだ研修コンテンツの制作が必要となるた

め、一定準備期間が必要となる

△対象者の選定や、講師の募集等の調整が必

要となる

※ 令和５年度経済産業省デジタルプラットフォーム構築事業（経済産業省デジタルプラットフォームＵＩ／ＵＸ向上のための調査事業）
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① ペルソナ作成研修

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

⑤ アジェンダ

1. 良いデザイン・良くないデザインとは

2. デザインの考え方

3. ペルソナとは

4. ペルソナ作成のグループワーク

5. デザイン案の選定

⑥ 効果測定方法 • 「今後、ペルソナを業務で活用できるか」という観点でアンケートを実施

⑦ 研修体系への組込み方 • 1年目研修のコンテンツとして組み込む

② 研修の目的
• サービスデザインの前提知識として、ユーザ視点を意識するようになること
• ペルソナの考え方を理解し、業務でペルソナを活用できるようになること

① 現状の課題
• 日々の業務において、ユーザ視点を持つために必要なペルソナを意識できていない
• ペルソナの作成方法や活用方法を把握できていない

④ 実施形式 • 対面 1.5時間 / 講義＋グループワーク形式

③ 対象者
• ユーザ視点への意識が薄い、もしくは、どのようにユーザ視点を実践すれば良いかわからない職員

（1年目研修の対象職員を想定）

ペルソナ作成研修は、ユーザ視点で考えることの理解を目的とし、1年目研修に組込むことを検討。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討
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② サービスデザイン基礎研修（デジタル庁の研修）

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

⑤ アジェンダ

1. サービスデザインに関する基礎知識

2. サービスデザインを活用した事例の紹介

3. サービスデザインに取り組むうえで実務で活用できるツールの実践

⑥ 効果測定方法 • 「サービスデザインについての知識が定着しているか」という観点でテストを実施

⑦ 研修体系への組込み方 • 現状は任意。若手研修のコンテンツとして組み込むことを想定。または、若手職員の受講を必須とする

② 研修の目的
• サービスデザインの概念を学び、その重要性を理解すること
• サービスデザインプロセスについて体系的に学び、理解を深めること

① 現状の課題
• サービスデザインの概念や重要性が理解できていない
• サービスデザインプロセスに関する基本的な知見を有する人材が少ない

④ 実施形式 • オンライン2.5時間 / 講義形式 ※令和6年度は8月1回、オンライン開催

③ 対象者 • サービスデザインの基本的な概念や重要性について理解していない職員（若手研修の対象職員を想定）

サービスデザイン基礎研修は、基礎的な概念・重要性の理解を目的とし、若手研修に組込むことを検討。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討
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③ ガイドラインを用いた実践研修

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

⑤ アジェンダ

1. サービスデザインの基礎知識
2. サービスデザインガイドラインの重要性
3. ガイドラインの実践方法
4. カスタマージャーニーマップ作成のグループワーク

⑥ 効果測定方法 • 「今後、ガイドラインを業務で活用できそうか」という観点でアンケートを実施

⑦ 研修体系への組込み方 • 2年目研修のコンテンツとして組み込むことを想定

② 研修の目的
• サービスデザインの基本的なプロセスを学び、重要性を理解すること
• ガイドラインの実践方法を理解し、サービスデザインが実務で活用できるようになること

① 現状の課題
• ガイドラインの重要性が認知されておらず、プロセスに取り入れられていない
• 実務においてガイドラインを実践する方法がわからない

④ 実施形式 • 対面2時間 / 講義＋グループワーク形式

③ 対象者 • ガイドラインの重要性および実践方法について理解していない職員（2年目研修の対象職員を想定）

ガイドラインを用いた実践研修は、ガイドラインの重要性理解と実践方法の取得を目的とし、2年目研修に組込むことを検討。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討
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④ 実務課題解決ワークショップ

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

⑤ アジェンダ

• 事前に募った業務上の課題をテーマとして、サービスデザインプロセスに沿って課題解決を行う

1. 【発見】 現状の業務課題を分析

2. 【定義】 課題に対する解決策の検討

3. 【開発】 解決策の具体化

4. 【提供】 発表・フィードバック

⑥ 効果測定方法 • 「ワークショップの結果、日々の業務が改善されたか」という観点でアンケートを実施

⑦ 研修体系への組込み方 • 3年目以降を対象とした研修（役職別研修等）のコンテンツとして組み込むことを想定

② 研修の目的
• 普段の業務からサービスデザインを意識するようになること
• 業務上の課題をユーザ視点で解決できるようになること

① 現状の課題
• 多くの業務上の課題に対してサービスデザインのアプローチが有効であることが浸透していない
• 日々の業務において、ユーザ視点で課題を発見し、解決することができていない

④ 実施形式 • 対面2時間 / グループワーク形式

③ 対象者
• サービスデザインの基本的なプロセスについて知見がある職員
• 一定の業務経験があり、業務の中で課題を抱えてる職員（役職別研修の対象職員等を想定）

実務課題解決ワークショップは、ユーザ視点で業務課題を解決する方法の取得を目的とし、2年目以降の研修に組込むことを検討。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討
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⑤ デザインリーダー育成研修

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

⑤ アジェンダ

1. 専門知識研修（1日～2日程度を想定）
• デザインリーダーとしての心構え・考え方
• サービスデザインに関する専門知識

2. サービス開発、または改善グループワーク（2～3か月程度を想定）
※ サービスデザイン活動の優良事例や募った課題をテーマとして、サービスの開発、または改善プロセスを学習
• 課題把握・AsIs整理
• 解決策検討・ToBe整理
• プロトタイプ、ユーザ検証

⑥ 効果測定方法 • 「今後、他のプロジェクトでサービスデザインを活用できそうか」という観点でアンケートを実施

⑦ 研修体系への組込み方 • 既存の研修体系への組込みは行わず、単独で開催とする

② 研修の目的
• サービスデザインの必要性を省内に広め、デザイン活動を牽引する人材を育成すること
• サービスデザインに関する専門的な知見を有する人材を育成すること

① 現状の課題
• サービスデザインの必要性を理解し、リーダーとして牽引する人材が不足している
• サービスデザインに関して専門的な知見を持った人材が不足している

④ 実施形式 • 対面3か月程度 / 講義 ＋ グループワーク形式

③ 対象者
• サービスデザインの基本的なプロセスや手法について既に知見がある職員
• 省内のサービスデザイン活動を牽引する意識がある職員

デザインリーダー育成研修は、デザイン活動を牽引する人材を育成することを目的とし、単独での開催を検討。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討



95CONFIDENTIAL   © 2025 Xspear Consulting All rights reserved.

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

各研修/ワークショップが目指す役割

⑤ デザインリーダー
育成研修

④ 実務課題解決

ワークショップ

③ ガイドラインを用いた
実践研修

②サービスデザイン
基礎研修

① ペルソナ作成研修

対象者

概要

• サービスデザインのプロセ
スや手法に知見がある

• サービスデザイン活動を
牽引する意識がある

• サービスデザインやユーザ
視点の考え方がわからな
い

• サービスデザインの基本
的な考え方概念や重要
性を理解していない

• ガイドラインの実践方法を
理解していない

• サービスデザインの基本的
なプロセスについて知見が
ある

• 業務の中で課題を抱えて
いる

省内でデザイン領域を牽
引する人材を育成するため
の、専門的な研修

ユーザ視点の重要性と、ペ
ルソナの作成方法について
グループワークを通じて実践
方法を学ぶ研修

サービスデザインに関する
体系的な基礎知識を学ぶ
オンライン集合研修

サービスデザインに関するガ
イドラインを使用した、ガイ
ドラインの実践を目的とし
た研修

デザイン思考を用いて、実
務で生じた課題を解決する
ことをテーマとしたワーク
ショップ

「担当者」の役割を目指す 「有識者」の
役割を目指す

「初学者」の役割を目指す

◼ 各実施方法案が目指す人材レベル

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

5つの研修/ワークショップについて、 受講順序は①ペルソナ作成研修、②サービスデザイン基礎研修、③ガイドラインを用いた実践研修、④実務課題解決ワ
ークショップ、⑤デザインリーダー育成研修のが望ましいと考えられる。また、それぞれの受講者が目指す人材レベルを定義した。
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研修体系への組込み案

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

※ 「⑤デザインリーダー育成研修」は、①～④を受講した職員を対象に募集し、別途開催

各実施方法案の対象者と受講順序をもとに、既存の若手研修及び役職別研修等の研修体系へ組込んで実施することが考えられる。

若手研修

研修テーマ

✓キャリアデザイン、政
策立案など

①ペルソナ作成研修

②サービスデザイン
基礎研修

✓ ユーザ中心で
考えることを理解

✓ 業務経験を踏まえ、
基礎知識を学習

✓ 業務経験、基礎知識
を踏まえ、実践方法
を学習

✓キャリアデザイン、政
策立案など

③ガイドラインを
用いた実践研修

役職別研修等

新任管理職研修新任補佐級研修係長研修

✓ 業務経験、これまでの研修を踏まえ、より実務的な内容を学習

✓キャリアデザイン、
政策立案など

✓人材マネジメント
実践型研修など

✓服務規律、コンプ
ラ、広報など

✓マネジメント研修、メンター研修など

④実務課題解決ワークショップ

※ 3年目以降の職員を対象とした研修への組込みを検討
また、同じ役職の職員が同時に受講することとする

2年目研修

学習ステップ

1年目研修 1年目の夏頃

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討
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来年度以降優先して取り組む実施方法案

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

◼ 来年度以降の方針

✓ 前頁までの内容を踏まえて、再度評価を行った結果、

効果・難易度が優れた、①～④の実施方法案を

来年度優先して取り組むべきだと考える

✓ また、受講順序は①→②→③→④が望ましいため、

①から優先的に取り組むものとする

具体化した実施方法案を踏まえて再評価した結果、①ペルソナ作成研修（昨年度の事業）、②サービスデザイン基礎研修（デジタル庁の研修）、③ガイドライン
を用いた実践研修及び④実務課題解決ワークショップの4つを、来年度優先的に取組むべきと考える。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

概要

ユーザ視点の重要性と、ペルソナの作成方法につい
てグループワークを通じて実践方法を学ぶ研修

サービスデザインに関する体系的な基礎知識を学ぶ
オンライン集合研修
※ デジタル庁の研修

サービスデザインに関するガイドラインを使用した、ガ
イドラインの実践を目的とした研修

デザイン思考を用いて、実務で生じた課題を解決す
ることをテーマとしたワークショップ

実施方法案

ペルソナ作成研修
（昨年度の事業）

サービスデザイン基礎研修
（デジタル庁の研修）

ガイドラインを用いた

実践研修

実務課題解決

ワークショップ

①

②

③

④

省内でデザイン領域を牽引する人材を育成するため
の、専門的な研修

デザインリーダー
育成研修

⑤
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ToBeの方向性：課室ごとのサービスデザイン担当者の育成・配置

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

体制のToBeとして、各課室にサービスデザイン活動の担当者を配置することで、よりサービスデザインの浸透を促進することができると考えられる。担当者を課室
ごとに配置することにより、デザイン領域の取組が省内全体で実施されることを目指す。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

• サービスデザイン活動を強く推進していくため、サー
ビスデザインの知見を有した人材を課室横断的に
育成する

• 各課室に有識者を配置し、省内全体でサービスデ
ザインに係る取組が推進されるようにする

ToBeの方向性案• デザインに関する取組は複数の組織により推進さ
れているが、横断的に明確にリードする組織はない

• 一方でデザイン組織の新設は、各課室との調整が
発生するためハードルが高い

• 本事業では、研修やワークショップ等、サービスデザ
インに関する人材育成の施策を検討中

• デザイン活動推進にあたり、デザインに特化した組
織やチームを設置している企業が多い

• 設置したデザインチームによって、人材育成、普及
活動、ガイドライン整備が行われている

DX室へ
ヒアリングした

AsIs

他企業・自治体
の事例リサーチ

結果
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実施方法案の検討アプローチ

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

DX室 全課室
業務支援部門

（X課室、Y課室、
Z課室）

外部の専門家や
内部の有識者

＋

• ミニマムの体制案 • DX室・X課室・Y課室・Z課
室の合同チーム

※連携する課室は要調整

• 各課室に2人のサービス
デザイン担当者を任命

• 外部の専門家（事業者を想定）と連携
• 内部の課室横断で有識者

１ 2 3

4

◼ 想定される体制案

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

省内でサービスデザイン活動に関連する課室であるX課室やY課室、Z課室との連携や、全課室横断型での組織づくり等、段階的な体制案を作成。また、外
部の専門家や有識者との連携によるサービスデザイン活動の推進も検討している。
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実施方法案の検討

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実施方法案 効果

組織名を新設することで今後の施策を打ち出しやすくなり、将来的な他課室と
の連携、チームの拡大を検討しやすくなる

多くのシステムの開発・改修や、各課室からのデザインに関する相談窓口の一
本化等、幅広くサービスデザインに係る取組を推進することができる
システム全般に係るデザイン領域の支援や、開発プロセスにサービスデザイン
のアプローチを組み込むことができる

本事業で検討する研修等の取組を通して、各課室にデザインの有識者や担
当者（室内フォロー、有識者とのパイプ役）を育成し、配置することで、サービ
スデザインが省内全体へ浸透し、各課室で永続的な取組が進められるようにな
る

外部の専門家（外部事業者・大学教授等）や課室横断での有識者をアド
バイザーとして配置し、取組に対するアドバイスや、サービスデザインに係る新規
施策の提案を受けることで、サービスデザイン活動のアップデートが行えるよう
になる

DX室

サービスデザインチーム

DX室＋
業務支援部門

（X課室・Y課室・Z課室）
サービスデザインチーム
※連携する課室は要調整

全課室横断
サービスデザインチーム
（担当者の配置）

外部専門家や課室横断の有識
者を含めた

サービスデザインチーム

①

②

③

④

参考事例

• デザインセンター（富士通）
• Tangity（NTTデータ）
※ いずれもUI/UXデザイナーが所属

• デジタル・デザイン室（横浜市）
• Design Head Quarters（株式

会社NTTドコモ）

• デザイン思考エキスパート・リーダの
1,000名育成（富士通）※実施中

• JAPAN＋D（経済産業省）
• 事業者との連携（デジタル庁）

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

ヒアリングで収集したAsIs、他事例のリサーチ結果から、体制の実施方法について段階的に4つの実施方法案を検討した。
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新体制により推進可能な取組の整理

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

◼ 各体制で推進可能な取組一覧

※基本的な取組：サービスデザイン活動において不可欠な取組
※発展的な取組：体制強化により実現できるようになる取組

1

2

3

4

5

6

研修・ワークショップの実施

ガイドラインの整備

サービスデザインの情報発信

各課室からの相談受付窓口の設置

サービスデザイン観点での品質レビュー

サービスデザイン活動のアップデート

取組

サービスデザインに関する職員向けの研修等の実施（本事
業における「人材育成」の施策カテゴリ）

サービスデザインの普及に向けたガイドラインの整備
（本事業における「ガイドライン」の施策カテゴリ）

サービスデザインに係る事例等についての省外へ向けた情報
発信（本事業における「普及活動」の施策カテゴリ）

各課室からサービスデザインに関する相談を受け付け、対応
する窓口の設置

システム開発時など、要件定義のレビューだけでなくサービス
デザイン観点での品質レビューを実施

省内全体に係るサービスデザイン活動の進め方や個別施
策に関する継続的な改善、アップデートを実施

概要

発
展
的
な
取
組※

基
本
的
な
取
組※

DX室

① ②
DX室＋

業務支援部門

（X課室）
（Y課室）
（Z課室）

③

DX室＋

全課室
横断

④

DX室＋

外部専門家
内部有識者

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

サービスデザインチームとして今後進めていく取組を洗い出し、各体制ごとに実施可能な取組を整理した。
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実施方法案の評価・選定方法

効果

実現難易度

評価観点

• 体制の設置によりサービスデザイン活動がどの程度推進で
きるようになるか

→ 以下の取組が実施できるようになるか

① 研修・ワークショップの実施（基本）

② ガイドライン整備（基本）

③ サービスデザインの情報発信（基本）

④ 各課室からの相談受付窓口の設置（発展）

⑤ サービスデザイン観点での品質レビュー（発展）

⑥ サービスデザイン活動のアップデート（発展）

• 体制を設置する実現性はどの程度あるか

評価基準

◎：全ての取組（①-⑥）を推進できる

○：基本的な取組（①-③）に加え、発展的な取組（④-
⑥）のいずれかを推進できる

△：基本的な取組（①-③）を推進できる

×：基本的な取組（①-③）を推進できない

◎：他課室との調整が発生しない、

○：他課室との調整が必要となるが、調整できる見込みが高い

△：他課室との調整が必要となり、実現できるか不明

×：調整の見通しが立たず、実現が見込めない

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

体制の実施方法案から、来年度以降に検討すべき案を選定するために、各体制の効果と実現難易度の2つの評価観点にて評価を実施。
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実施方法案の評価・選定

効果

実現
難易度

DX室
サービスデザイン班

○新組織の設立にあたり一定調整は

発生するが、DX室内の取組として

進められる

△有識者が不足しており、職員採用

や外部事業者との連携が必要

△当事業の施策カテゴリである人材育

成・普及活動・ガイドラインの取組は

可能だが、相談窓口の設置等はZ

課室等との分担が定まらず実施が

難しい

DX室・業務支援部門
（X課室・Y課室・Z課室）

サービスデザイン班

△X課室・Y課室・Z課室の担当職員

の担務調整が発生するため、実現

性はたしかではない（X課室・Y課

室との連携を優先的に検討する）

△ガバナンスの強化になり、プロセスや

体制整備の負担がある

※課室構成や人数は徐々に増やして

いく想定

◎4課室合同班を組むことでデザイン

に関する相談窓口を集約できる

◎サービス開発において組み込まれて

いるY課室のレビューに、サービスデ

ザインの観点でのレビューを追加で

きるようになる

◎4課室合同の会議体等によりサービ

スデザイン活動において幅広い施策

を検討できる

全課室横断
サービスデザイン班
（担当者の配置）

△各課室に担当者を配置するにあたり

調整が発生するため、実現性はたし

かではない（担当者に求めるレベル

により調整の余地はある）

◎各課室のサービスデザイン担当者が

相談事項を取りまとまることができ、

サービスデザインに関するレビューも

実施可能になる

◎サービスデザイン活動の施策も各課

室からボトムアップで検討できる

外部専門家や内部有識者
を含めたサービスデザイン班

○省外の専門家と連携するために調

整等が発生し、実現可否は現時点

で不明であるものの、事業化をする

ことで対応可能

○デジタル庁とは既に連携の実績があ

るため実現しやすい

○サービスデザイン活動に対するアドバ

イスを得ることで施策のアップデート

が可能になる

△施策がどこまでアップデートできるかは

連携する有識者次第となる

○PMO支援要員のような形式で参画

することで、相談の受付やサービスデ

ザイン面のレビュー体制も構築可能

① ② ③ ④

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

実施方法案を、「効果」と「実現難易度」の観点で評価。検討から外すべき案はなく、以下全ての実施方法案を具体化の対象として選定した。
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他課室と連携した実施方法案の細分化（再掲）

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

体制作りの進めやすさを考慮し、「X課室・Y課室」と連携した体制、その後「Z課室」と連携した体制をそれぞれ別の実施方法案とする。

実施方法案 効果 参考事例

組織名を新設することで今後の施策を打ち出しやすくなり、将来的な他課室と
の連携、サービスデザイン班の拡大を検討しやすくなる

多くのシステムの開発・改修や、各課室からのデザインに関する相談窓口の一
本化等、幅広くサービスデザインに係る取組を推進することができる
システム全般に係るデザイン領域の支援や、開発プロセスにサービスデザイン
のアプローチを組み込むことができる

本事業で検討する研修等の取組を通して、各課室にデザインの有識者を育成
し、配置することで、サービスデザインが省内全体へ浸透し、各課室で永続的
な取組が進められるようになる

外部の専門家（外部事業者・大学教授等）をアドバイザーとして配置し、取
組に対するアドバイスや、サービスデザインに係る新規施策の提案を受けること
で、サービスデザイン活動のアップデートが行えるようになる

DX室

サービスデザイン班

DX室＋
業務支援部門

（X課室・Y課室・Z課室）
サービスデザイン班

※連携する課室は要調整

全課室横断
サービスデザイン班
（担当者の配置）

外部専門家を含めた
サービスデザイン班

①

②

③

④

• デザインセンター（富士通）
• Tangity（NTTデータ）
※ いずれもUI/UXデザイナーが所属

• デジタル・デザイン室（横浜市）
• Design Head Quarters（株式会社

NTTドコモ）

• デザイン思考エキスパート・リーダの1,000名
育成（富士通）※実施中

• JAPAN＋D（経済産業省）
• 事業者との連携（デジタル庁）

業務支援部門における課室同士の連携しやすさを考慮し、

具体化する実施方法案としては以下の2つに分けて検討する

1. DX室＋X課室＋Y課室

2. DX室＋X課室＋Y課室＋Z課室
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

具体化する実施方法案

効果 参考事例

組織名を新設することで今後の施策を打ち出しやすくなり、将来的な他課室との連携、サー
ビスデザイン班の拡大を検討しやすくなる

多くのシステムの開発・改修において、システムの構造等からサービスデザインのアプローチを
組み込むことができる

本事業で検討する研修等の取組を通して、各課室にデザインの有識者担当者（室内フォ
ロー、有識者とのパイプ役）を育成し、配置することで、サービスデザインが省内全体へ浸透
し、各課室で永続的な取組が進められるようになる

外部の専門家（外部事業者等）や課室横断での有識者をアドバイザーとして配置し、取
組に対するアドバイスや、サービスデザインに係る新規施策の提案を受けることで、サービス
デザイン活動のアップデートが行えるようになる

①

②

④

⑤

• デザインセンター（富士通）
• Tangity（NTTデータ）
※ いずれもUI/UXデザイナーが所属

• デジタル・デザイン室（横浜市）
• Design Head Quarters（株式会社

NTTドコモ）

• デザイン思考エキスパート・リーダの1,000名
育成（富士通）

• JAPAN＋D（経済産業省）
• 事業者との連携（デジタル庁）

公開サイトも含めた全てのシステムの開発・改修や、各課室からのデザインに関する相談窓
口の一本化等、幅広くサービスデザインに係る取組を推進することができる
システム全般に係るデザイン領域の支援を行うことができる

実施方法案

DX室

サービスデザイン班

DX室＋業務支援部門
（X課室＋Y課室）
サービスデザイン班

全課室横断
サービスデザイン班
（担当者の配置）

外部専門家や課室横断の有
識者を含めた

サービスデザイン班

DX室＋業務支援部門
（X課室＋Y課室＋Z課室）

サービスデザイン班
③

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

各実施方法の評価、および課室同士の連携しやすさを考慮した結果、検討から外すべき案はなく、以下全ての実施方法案を具体化の対象とする。
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03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

（再掲）サービスデザイン人材育成全体像案 ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

難

易

習得スキル（目安）

専門家

- つくる -

有識者

- 使える -

担当者

- 分かる（上級） -

役割

初学者

- 分かる（初級）-

要件

• サービスデザインに関する専門的な知見を有する

• 幅広い分野でサービスデザインプロセスの推進やマネジメントの
実務経験がある

• 組織や人材育成の課題に対して戦略的に施策の策定・推進
ができる

• 特定の分野において独力でサービスデザインプロセスの推進
や一部マネジメントができる

• サービスデザイン全般に関する知見を有する

• 専門家や有識者が設計したサービスデザインプロセスに沿って、
プロセス全体を理解しながら自分の担当領域の実行ができる

• サービスデザインに関する基礎知識があり、サービスデザインプ
ロセス推進のサポートができる

• 業務上の資料作成等においてデザイン観点を留意することが
できる （※ 本事業では対象外）

※ 幅広い分野での実践
や組織全体に係る取
組推進が求められる

• ユーザ調査設計

• ワークショップ設計

• ペルソナ全体調整

• ワイヤーフレーム作成

• ユーザ調査実行

• 個別ペルソナ策定

• 基礎知識の理解

• 見やすい資料作成

サービスデザイン班の体制構築に向け、各体制に必要な4つの役割を以下に示す。
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DX室 サービスデザイン班

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

◼ 体制イメージ

DX室

・・・

サービスデザイン班

人材育成
班

DX室職員 3名

◼ 推進可能な取組

研修・ワークショップの実施①

ガイドラインの整備②

サービスデザインの情報発信③

各課室からの相談受付窓口の設置④

サービスデザイン観点での品質レビュー⑤

サービスデザイン活動のアップデート⑥

○

○

○

△

△

△

◼ 総評

• サービスデザイン班を明確化することで、今後の施策を打ち出しやすくな

り、将来的な他課室との連携、チームの拡大も検討しやすくなる

• 基本的な取組についても、実施していくためには外部事業者との連携、

もしくは専門人材（サービスデザイナー、UXデザイナー）の採用が必要

になる

• 推進可能な取組が限られてしまうため、他課室と連携したチーム作りを

目指したい
求められる

スキル

• サービスデザイン活動の主管課室として取組全体を管理、
推進すること

• サービスデザインプロセスの知見があり、実務経験があるこ
と

期待する
役割

• サービスデザイン活動全体の管理、推進
• 各課室へのデザイン領域の伴走支援
• 相談窓口（全般）

DX室メンバー

外部事業者（初期は体制作り含む）

専
門
家

＋

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

DX室でUI/UXの向上を推進するチームを「サービスデザイン班」と組織化することで、各課室を巻き込んだ施策の実施や、将来的な体制の拡大を進めやすくな
る
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DX室・業務支援部門（X課室・Y課室） サービスデザイン班

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

DX室 X課室 Y課室

サービスデザイン班

◼ 体制イメージ

DX室職員 3名 X課室職員 2名
Y課室

職員 2名

◼ 推進可能な取組

研修・ワークショップの実施①

ガイドラインの整備②

サービスデザインの情報発信③

サービスデザイン観点での品質レビュー⑤

サービスデザイン活動のアップデート⑥

○

○

○

○

○

• DX室、X課室、Y課室の合同でサービスデザインチームを組成すること

で、デザインに関する取組だけでなくシステム全般に係る各課室の支

援やプロセスにサービスデザインのアプローチを組み込むことができる

• デザイン領域の相談受付窓口の設置はZ課室との連携がないため難

しい

• DX室がサービスデザイン班全体の主管課室になることを想定している

が、役割分担を含め各課室との合意が必要になる

X課室メンバー Y課室メンバー

求められる
スキル

• サービスデザインに関する基礎
的な知見があること（研修を
受講済であること）

• システム開発時等のレビューを
行った経験があること

• サービスデザインに関する基礎
的な知見があること（研修を
受講済であること）

期待する
役割

• イントラをはじめ業務改革の主管課室
として、サービスデザインを浸透させるこ
と

• 相談窓口（イントラ関連等）
※DX室が一次窓口となり、相談内容に応じ
て振り分けを行う

• 仕様書レビューやPMO業務等におい
てサービスデザインの取組が行われてい
るか確認や推進を行う

• 相談窓口（IT全般）
※DX室が一次窓口となり、相談内容に応じ
て振り分けを行う

各課室からの相談受付窓口の設置④ △

◼ 総評

外部事業者（初期は体制作り含む）
＋

担
当
者

担
当
者

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

3課室合同でサービスデザインチームを組成することにより、より幅広いサービスデザインの施策を推進することができる。なお、課室構成や人数は徐々に増やし
ていく想定である。
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Z課室

DX室・業務支援部門（X課室・Y課室・Z課室） サービスデザイン班

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

DX室 X課室 Y課室

サービスデザイン班

◼ 体制イメージ

DX室職員 3名 Z課室職員 2名X課室職員 2名

◼ 推進可能な取組

• Z課室と合同のサービスデザインチームを組成することで、公開サイトも

支援のスコープに入れることができる。またデザイン領域の専門チーム

として各課室からの相談窓口を設置し、内容により適切な担当者より

回答することできる

• 各課室から寄せられる相談の件数によっては外部事業者と連携した

支援が必要になる

• Z課室含め4課室にまたがる組織を新設するハードルが高い
求められる

スキル

• 公開サイトにおけるデザイン業務の経験があること
• サービスデザインに関する知見があること
• UIデザインの経験があること

期待する
役割

• 公開サイトの開発・改修がサービスデザインプロセスに沿って推進され
るよう支援する

• サービスデザインの考え方で検討されたシステム等のUIをレビューする
• 相談窓口（公開サイト・インタラクションデザイン等）

Z課室メンバー

Y課室職員 2名

研修・ワークショップの実施①

ガイドラインの整備②

サービスデザインの情報発信③

各課室からの相談受付窓口の設置④

サービスデザイン観点での品質レビュー⑤

サービスデザイン活動のアップデート⑥

○

○

○

○

○

○

◼ 総評
外部事業者（専門家のスキルを有する者）

＋

有
識
者

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

Z課室と連携することで、デザイン領域の相談窓口として各課室からの相談を受け付けることができるようになる。
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全課室横断サービスデザイン班（担当者の配置）

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

◼ 体制イメージ

xx室

各課室のサービスデザイン担当
として任命（各課室2名）

研修の受講等

研修の受講、

実務経験等 ・・・

◼ 推進可能な取組

• 各課室に2名のサービスデザイン担当者を配置することにより、サービス

デザインが省内全体へ浸透し、情報システム含むサービス向上におい

て永続的な取組を行うことができる

• 各室のサービスデザイン担当者のスキルアップや挙がった改善案の取

りまとめ等、外部事業者によるサポートが必要になる

• 全ての課室に有識者を育成するには時間がかかるため、一部の課室

から段階的な推進が求められる

期待する
役割

• サービスデザイン担当として所属課室におけるサービスデザインの
取組推進

• 所属課室が抱えるサービスデザインに関する課題の収集
• 相談窓口（所属課室内）

各課室のサービスデザイン担当者

求められる
スキル

• サービスデザインに関する知見があること

※ 本事業にて検討している「人材育成」の取組を通じて育成
※ カオナビ等を活用して各職員のサービスデザインに関する習得状況

を管理

研修・ワークショップの実施①

ガイドラインの整備②

サービスデザインの情報発信③

各課室からの相談受付窓口の設置④

サービスデザイン観点での品質レビュー⑤

サービスデザイン活動のアップデート⑥

○

○

○

○

○

○

◼ 総評

担
当
者

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

研修等を通じて各課室にサービスデザインの担当者を育成し、2名をサービスデザイン担当者として任命する。これにより省内全体での情報システム含むサー
ビス向上に向け、サービスデザインに係る取組が効率的に実施できる。

専門家

初学者
（基礎知識の学習）

担当者
（基礎知識の理解）

有識者
（実践）

専門知識、幅広
い実務経験等
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サービスデザイン班

外部専門家や課室横断の有識者を含めたサービスデザイン班

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

◼ 体制イメージ

専門家（有識者） 2名

◼ 推進可能な取組

研修・ワークショップの実施①

ガイドラインの整備②

サービスデザインの情報発信③

各課室からの相談受付窓口の設置④

サービスデザイン観点での品質レビュー⑤

サービスデザイン活動のアップデート⑥

○

○

○

○

△

○

• 外部の専門家と連携、加えて課室横断の有識者と連携することで、相談

窓口の拡大が可能になる

• コストや契約については、プロジェクト化することで対応可能な見込み

• また、将来的には専門的な知見も有する人材との連携拡大や採用を進

め、常により良い施策の実施に向けたアップデートが行える体制となる
求められる

スキル

• サービスデザインに関する専門的な知見があること
• サービスデザインの普及や促進に向けた活動の経験があるこ

と

期待する
役割

• サービスデザイン活動の各施策に対する支援
• デザイン領域の伴走支援
• 相談窓口（専門的な内容）
• サービスデザイン観点のレビュー※体制次第で実施

外部専門家および課室横断の有識者

◼ 総評

専
門
家

（
有
識
者
）

各施策の推進や伴走支援等、サービス
デザイン活動全般のサポート、推進を行う

DX室

DX室職員 3名

・
・
・

＋

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

外部の事業者や大学教授等、サービスデザインに関する専門家（有識者）と連携し、サービスデザイン活動に対するアドバイスや新規施策の提案を受けるこ
とで、サービスデザイン活動自体を常に改善していくことができる。
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各課室におけるチームメンバーのスキルと役割一覧

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

DX室 X課室 Y課室 Z課室

求められる
スキル

• サービスデザイン活動の主管課室と
して取組全体を管理、推進すること

• サービスデザインプロセスの知見があ
り、実務経験があること

• イントラに関する業務経験があるこ
と

• サービスデザインに関する基礎的な
知見があること（研修を受講済であ
ること）

• システム開発時等のレビューを行っ
た経験があること

• サービスデザインに関する基礎的な
知見があること（研修を受講済であ
ること）

• 公開サイトにおけるデザイン業務の
経験があること

• サービスデザインに関する知見がある
こと

• UIデザインの経験があること

期待する
役割

• サービスデザイン活動全体の管理、
推進

• 各課室へのデザイン領域の伴走支
援

• 相談窓口（全般）

• イントラをはじめ業務改革の主管課
室として、サービスデザインを浸透させ
ること

• 相談窓口（イントラ関連等）
※DX室が一次窓口となり、相談内容に応
じて振り分けを行う

• 仕様書レビューやPMO業務等にお
いてサービスデザインの取組が行わ
れているか確認や推進を行う

• 相談窓口（IT全般）
※DX室が一次窓口となり、相談内容に応
じて振り分けを行う

• 公開サイトの開発・改修がサービスデ
ザインプロセスに沿って推進されるよう
支援する

• サービスデザインの考え方で検討され
たシステム等のUIをレビューする

• 相談窓口（公開サイト・インタラク
ションデザイン等）
※DX室が一次窓口となり、相談内容に応
じて振り分けを行う

有識者担当者担当者専門家

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

デザイン領域に関係のある各課室と連携した組織を作っていくために、各課室メンバーに期待する役割と求められるスキルを一覧で整理した。

業務支援部門
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来年度以降の進め方案

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

来年度以降、段階的にサービスデザイン班を

拡大することを検討

DX室 X課室 Z課室
全課室
（PoC）

外部の専門家
内部の有識者

＋

• ミニマムの体制案 • DX室・X課室の
合同チーム

• DX室・X課室・Y課
室・Z課室の合同
チーム

• 各課室に2名の
サービスデザイン
担当者を任命

• 外部の専門家（事業者を想
定）や、内部の有識者と連携

１ 2 4

5

令和9年度（下半期）
令和9年度（上半期）

令和7年度

※実施時期は目安

令和8年度（上半期）

Y課室

3

• DX室・X課室・Y
課室の合同チーム

令和8年度（下半期）

2

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

他課室との連携は調整に期間を要するため、来年度は外部事業者と連携しつつDX室単独でサービスデザイン班を組成し、令和8年度以降、他課室も含め
た合同チームとしていくことが効果的であると考える。
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「普及活動」のAsIs整理

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

普及活動の現状は、Note、YouTube、Xで国民へ広く情報発信しているほか、デジタル・ガバメント中長期計画、DX室紹介資料等で発信を行っている。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs

整理
ToBe
検討

発信媒体 各媒体による発信内容発信対象

各種ウェブサイトやSNS
（Note、HP、X、

YouTube）

デジタル・ガバメント
中長期計画

DX室紹介資料

• サービスデザインに関する取組の紹介や、ナレッジの共有を目的とし、各種ウェブサイトや
SNSを通じて省外へ情報発信を行っている

• 経済産業省としてデジタル・ガバメント中長期計画を発表しており、その一部にサービスデザ
インに関する内容が含まれている

• DX室の体制や取組についての紹介資料として、省内の各課室や上長への説明等の際に
利用されている

外部

外部

内部
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ToBeの方向性：省外向け情報発信

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

特に省外に向けた情報発信を強化するため、効果的な発信内容や媒体を検討する。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

• 省外に向けた情報発信として、各種ウェブサイトや
SNSを使用し、継続して発信をしていく。

ToBeの方向性案

• 内部向け、外部向けそれぞれ普及活動の取組は
既に進められている

• 内部向けの普及活動では、ナレッジの共有を促進
するためのプラットフォーム開設の事例がある

• 外部向けの普及活動では、WebサイトやSNSを
通じたサービスデザインに関する情報発信が行われ
ている

DX室へ
ヒアリングした

AsIs

他企業・自治体
の事例リサーチ

結果
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省外向け情報発信の目的

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

① サービスデザインに係るナレッジを共有することで、ユーザ視点に立ったサービス開発が社会

へ広く普及すること

② サービスデザインに係る取組を推進していることを発信することで、行政DXの促進を図り、

国民と行政、双方の生産性向上に寄与するため

省外向け
情報発信の目的

ホームページ
(DX室)

note
(DX室)

X
(DX室)

YouTube
(経済産業省)

METI Journal
(経済産業省)

媒体
（発信元）

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

省外に向けた情報発信について、サービスデザインの社会への浸透や、行政DXの促進を図り生産性向上に寄与することを目的とし、効果的な発信内容や
媒体を検討する。
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実施方法案の検討アプローチ

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

媒体

AsIs（サービスデザインに関する現行の情報発信）

主な発信内容

ホームページ
(DX室)

note
(DX室)

X
(DX室)

YouTube
(経済産業省)

METI 
Journal

(経済産業省)

• デジタル・トランスフォーメーションの取組
• DX室の事例紹介
• DX室のミッション・ビジョン・バリュー

• サービスデザインに関する取組紹介
• Tipsの紹介

• noteやMETI Journalの記事紹介

• サービスデザインに関する学習コンテンツ

• デザイン思考の紹介
• デザインに関する民間や自治体の取組事例紹介

媒体

他事例（AsIsと重複しない取組）

ホームページ

note

発信内容

• デザイン部門の社員インタ
ビュー記事

• 社員が感じたデザインに関す
る気づき（業務との関連がな
いものを含む）

実施企業

株式会社日立製作所

富士通株式会社

株式会社NTTデータ

今回リサーチした3社（株式会社日立製作所、富士通株式会社、株式会

社NTTデータ）では、サービスデザインに関する多くの情報発信が企業として

ではなく各デザイン部門からホームページやSNSを通じて行われている

＋

※ 既に一般的な情報発信は行われているため、これらを継続していくことで
より多くの人に届けることを目指していく方向性が良いと思料

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

サービスデザインに関する情報発信について、媒体と発信内容を整理したところ、他社事例と比較すると既におおよそ網羅されていたが、新たに発信可能なトピ
ックを2点選定。また、「体制」で検討しているサービスデザイン班の名義で情報発信していくことも重要であると考えられる。
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（参考事例）デザイン部門の社員インタビュー記事①

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

日立のデザインヘッドが語る「社会イノベーションとデザインの関係」：社会イノベーション：日立

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

事例：株式会社日立製作所

https://social-innovation.hitachi/ja-jp/article/design-and-innovation/
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（参考事例）デザイン部門の社員インタビュー記事②

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

デザイナーってどんな仕事をしているの？若手デザイナーの1日に密着！ | 富士通デザインセンタ― : 富士通

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

事例：富士通株式会社

https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/nakamuraint/index.html
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（参考事例）社員が感じたデザインに関する気づき（note）

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

デザイン工学出身の私が、研修を経てIT知識の必要性を感じた話｜Tangity日本全国の水族館に学ぶ、サービスデザインのエッセンス｜Tangity

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

事例：株式会社NTTデータ

https://note.com/tangity/n/n3a1417fc7357
https://note.com/tangity/n/n26e51a8fda16
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（事例共有）デザイン部門による情報発信

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

富士通デザインセンター (@Fujitsu_design) / X Tangity｜note

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

事例：富士通株式会社・株式会社NTTデータ

https://x.com/fujitsu_design
https://note.com/tangity
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実施方法案の検討結果

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実施方法案 効果

社員の人柄がわかることで興味を持ってもらいやすく、個人や組織として
考えていることがユーザに伝わりやすい

業務上のトピック以外の日常的な気づきやTipsを発信することで、より
多くの人に興味を持ってもらえるようになる

組織として発信するとサービスデザインと関係のない情報に埋もれてしまい
、サービスデザインに関する発信内容が見つかりづらいため、デザイン部門
として発信することで国民にデザインに関するトピックを認識してもらえ
るようになる

デザインチームの

職員インタビュー記事

職員が感じた

デザインに関する気づき

サービスデザイン班

としての情報発信

①

②

③

• 株式会社日立製作所
• 富士通株式会社

• 株式会社NTTデータ

• 株式会社日立製作所
• 富士通株式会社
• 株式会社NTTデータ

参考事例

ホームページ
（DX室）

note
（DX室）

全ての媒体

媒体

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

ヒアリングで収集したAsIs、他事例のリサーチ結果から、実施方法について案出しを行った。発信内容として「デザインチームの職員インタビュー記事」「職員が
感じたデザインに関する気づき」を追加し、「サービスデザイン班」として継続的に発信していくことがToBeとして考えられる。
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実施方法案の検討結果

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

媒体 現在の発信内容

ホームページ
(DX室)

note
(DX室)

X
(DX室)

YouTube
(経済産業省)

METI 
Journal

(経済産業省)

• デジタル・トランスフォーメーションの取組
• DX室の事例紹介
• DX室のミッション・ビジョン・バリュー

• サービスデザインに関する取組紹介
• Tipsの紹介

• noteやMETI Journalの記事紹介

• サービスデザインに関する学習コンテンツ

• デザイン思考の紹介
• デザインに関する民間や自治体の取組事例紹介

＋

＋

• サービスデザイン班の職員インタビュー記
事

• 職員が感じたデザインに関する気づき
（業務との関連がないものを含む）

新たな発信内容案

１

2

サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
班
と
し
て
の
情
報
発
信

3

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

3つの実施方法について、いずれも課題はないため、ホームページやnoteを通じた発信や、サービスデザイン班としての各種情報発信を来年度以降継続して
いくことが必要であると検討
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「ガイドライン」のAsIs整理

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ガイドラインには、デジタル庁、総務省が作成・公開しているものが存在している。なお、デジタル庁の「サービスデザイン実践ガイドブック（β版）」については、
デジタル社会推進標準ガイドラインに新規策定される予定である。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs

整理
ToBe
検討

発行省庁資料名 概要

デジタル庁

総務省

サービスデザイン実践
ガイドブック（β版）

ウェブアクセシビリティ導入
ガイドブック

デザインシステム

デジタル社会推進
標準ガイドライン

みんなの公共サイト
運用ガイドライン

• サービスデザインの実践を目的に作成されたガイドブックで、基本的な内容が
網羅されている

• 初学者向けに、ウェブアクセシビリティの考え方や取り組み方のポイントが解説
されている

• 基本デザインやコンポーネントの仕様、ガイドライン、作例、アクセシビリティのド
キュメント等で構成されているデザインアセット

• 政府情報システムの整備及び管理手続きや、各種技術標準等に関する共
通ルールや参考ドキュメント。サービスデザインに関するガイドも拡充予定

• 公的機関のホームページ等の作成にあたり、アクセシビリティの確保・維持・向
上に取り組む際の手順書

◼ 既存のガイドライン（代表例）
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ToBeの方向性：ガイドラインの作成と業務プロセスへの導入

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

職員がサービスデザインを理解・実践するために、ガイドラインを業務プロセスへ組込むことが望ましい。
業務の中で「ガイドライン」の理解・実践に向けた取組を行うことで、サービスデザインの考え方が職員に浸透していくと考えられる。

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

• サービスデザインの浸透を目的としたガイドラインを
作成（当事業にて検討している「サービスデザイン
の型」を活用することを想定）

• ガイドラインが活用されるよう業務プロセスに組み
込む

※ デジタル庁のサービスデザイン実践ガイドブックがあるも
のの、文字量も多く初心者にとってはハードルが高い
ため、簡易ガイドラインを作成

ToBeの方向性案

• デザインに関するガイドラインは存在しているが、各
課室で管理するサービス開発等においてはサービス
デザインプロセスが浸透していない

• 自組織に適用できるよう独自のガイドラインを作成
し、理解を促進するための研修を実施している

• 簡易で使いやすいツールを準備することで、デザイン
の考え方を業務プロセスに組み込めるようにしてい
る

DX室へ
ヒアリングした

AsIs

他企業・自治体
の事例リサーチ

結果
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実施方法案の検討・対応方針

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

ToBeの方向性を基に、ガイドラインの内容と普及施策の2軸で実施方法案を検討した。内容は「サービスデザインの型（支援の型＋業務の型）」を
基本とし、来年度に拡充する案を策定。普及施策は、既に検討している「ガイドラインを活用した実践研修」やイントラ構築時に案内等を検討してい
る。

• サービスデザイン実践ガイドブックの簡易版としては、当事業で作成する
「サービスデザインの型」が該当する

• 来年度以降、リサーチ事例を基に以下のアップデートを検討

✓ 実践用ツール
例：ペルソナシート、カスタマージャーニーマップのフォーマット等

✓ 過去取組事例

リサーチ結果から、「①理解に向けた取組」「②実践に向けた取組」の2つが有
効と思料

① 理解に向けた取組は、人材育成カテゴリにて検討した「ガイドラインを用
いた研修」により、ガイドラインを職員に理解いただく施策とする

② 実践に向けた取組は、プロセスに組み込むことが重要である。 DXポータ
ル（イントラ）への掲載、イントラ構築時に案内、PMO発信資料・研
修への組み込み、X課室が作成している業務の型の附属資料での発
信が有効と検討している

ガイドライン
の内容

ガイドライン
の普及施策

• サービスデザインの浸透を目的としたガイドラ
インを作成（当事業にて検討している「業務
の型」を活用することを想定）

※ デジタル庁のサービスデザイン実践ガイドブック
があるものの、文字量も多く初心者にとっては
ハードルが高いため、簡易ガイドラインを作成

• ガイドラインが活用されるよう業務プロセスに
組み込む

ToBeの方向性案

実施方法案

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討
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ガイドラインの内容案

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

サービスデザイン実践ガイドブックの簡易版として、当事業で作成する「サービスデザイン業務の型（支援の型＋業務の型） 」を活用し、来年度はリ
サーチ事例を基に実践用ツールや過去取組事例についての内容を拡充することを検討している。

「サービスデザイン実践ガイドブ

ック（β版）」の簡易版の内容

→ 当事業にて「サービスデザイ

ン業務の型」として作成

追加作成を検討する内容

→ 来年度に追加作成

ガイドラインの内容案

サービスデザインの考え方1

サービスデザインプロセス2

サービスデザインの代表的な手法3

実践用ツール4

過去取組事例5

＋

サービスデザインの基本的な考え方を理解し、サービスデザインを取り
入れる重要性を認識する

サービスデザインプロセスの一連の流れを理解し、プロジェクトの進め方
のイメージが湧く

サービスデザインプロセスの中で用いられる代表的な手法を知り、自身
で遂行できるようになる

汎用的なツール（ペルソナシート、カスタマージャーニーマップのフォーマッ
ト等）の使い方を学び、実務で活用できるようになる
※参考事例：東京都、日立製作所、富士通株式会社

過去の取組事例を参照し、様々なプロジェクトにサービスデザインを適
用する方法や、効果的なアプローチを理解する
※参考事例：富士通株式会社

各章の目的

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

基礎的な内容の理解

実務への活用促進
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（参考）追加作成する内容イメージ

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

実践用ツール（イメージ） 過去取組事例（イメージ）

◼ カスタマージャーニーマップのフォーマット

出典：デザイン思考テキストブック「Transformation by Design」（https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/designbook/）

◼ ペルソナシート
◼ 過去取組事例の紹介

xxx

名前：xx
年齢：xx歳
役職：xx
現住所：東京都xx区
家族：父（57歳 会社員）
趣味：xx

現在の業務内容

普段利用しているサービスとITリテラシー

今までの業務内容

xxx

• xxx
• xxx

属性情報

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

来年度に追加する内容として検討している「実践用ツール」と「過去取組事例」は自治体や民間企業で導入されている例があり、実務で活用できることを目的と
している。来年度拡充するガイドラインの内容として以下のイメージを示す。

https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/designbook/
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ガイドラインの普及施策案

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

• 職員のガイドラインに対する理解を促進するため、人材育成カテゴリにて検討した「ガ

イドラインを用いた実践研修」を実施する

「理解」

に向けた取組

• DXポータル（イントラ）への掲載、イントラ構築時に案内、PMO発信資料・研修

への組み込み、X課室が作成している業務の型の附属資料での発信等により、広く

浸透することを目指す

「実践」

に向けた取組

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

AsIs
整理

ToBe

検討

ガイドラインについて職員の理解を促進するために、人材育成カテゴリでも検討した「ガイドラインを用いた実践研修」の実施を検討。さらに実務に取り入れられる
よう、 DXポータル（イントラ）への掲載やイントラ構築時に案内等が有効と思料。
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必要事項の検討・整理サマリ（ToBe案一覧）

03. 事業結果 3.2-2 必要事項の検討・整理

各施策カテゴリについて検討したToBe案を基に、来年度以降のサービスデザイン活動を推進していく

他行政機関や企業の
DX取組リサーチ

必要事項の
検討・整理

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動
AsIs
整理

ToBe

検討

施策カテゴリ ToBe案の概要

ビジョン

人材育成

体制

普及活動

ガイドライン

• サービスデザインに係る課題やJAPAN+Dのミッションを踏まえてサービスデザイン活動の目指す姿を定義し
、2案ずつ作成したミッション案とビジョン案から選定し、来年度以降の活動を推進していく

• 若手研修と役職別研修にサービスデザインに関する研修やワークショップを組み込み、基礎的な知識から
実践的なスキルまで段階的に習得できるよう仕組みづくりを行う

• DX室内にサービスデザイン班を組成し体制を整備したうえで、令和8年度以降には他課室との連携を強
化した体制を作る

• 省内全体にサービスデザインを浸透させるため、将来的には各課室にサービスデザインの担当者を配置でき
るよう育成を進めていく

• 各媒体でのサービスデザインに関する情報発信を継続する
• 職員インタビューやデザインに関するTipsの発信等、ホームページやnoteでの発信内容の拡充を検討する

• 本事業で作成した「サービスデザインの型」をガイドラインのベースとして活用する
• 理解に向けた取組として、「ガイドラインを用いた実践研修」を実施する
• 実践に向けた取組として、 DXポータル（イントラ）への掲載、イントラ構築時に案内、PMO発信資料・

研修への組み込み、X課室が作成している業務の型の附属資料での発信を行う
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Index.
3.1 情報システム等デザイン領域の伴走支援

3.1-1 支援対象情報システムの決定

3.1-2 要望・課題等のヒアリングリサーチ

3.1-3 インタラクションデザインの改善支援

3.1-4 ガイドライン 「支援の型」 「業務の型」資料の作成

01. 事業の目的

02. 事業の手法

03. 事業結果

今後の展開案04.

3.2-1 他行政機関や企業のDX取組リサーチ

3.2-2 必要事項の検討・整理

3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成

3.2 行政サービスデザイン活動に向けた検討
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令和7年度以降の対応方針案

令和7年度以降、個別システムの伴走支援を継続しつつ、「人材育成」「体制」「普及活動」「ガイドライン」の4つカテゴリに沿って行政サービスデザイン活動を推進。

カテゴリ 対応事項（案）方針（案）

行政サービスデザ
イン活動の推進

人材育成

体制

普及活動

ガイドライン

• 令和7年度はDX室内の体制作り（採用含む）や、管理プロセスの整備を
推進する

• 令和8年度以降には他課室との連携を拡大していき、サービスデザイン活動
を課室横断的に実施していく

• 令和7年度は、本事業および昨年度事業での成果物を活用でき、基礎的な
内容を取り扱う若手職員向けの研修を試験的に実施し、本運用に向けた
準備を進める

• 役職者向けの実践的なワークショップについてもまずは対象者を絞って試験
的に実施し、令和8年度の導入を目指す

• 本事業にて作成したガイドラインである「サービスデザインの型」を省内に普及
させるため、省内へ広く周知する

• サービスデザインを職員に浸透させるため、ガイドライン自体の更新や追加作
成を実施する

• 各媒体でのサービスデザインに関する情報発信は継続しつつ、ホームページや
noteでの発信内容の拡充を検討する

• 課室横断的な取組を推進してい
くための体制を整備する

• 初学者または担当者レベルの知
見を有する人材を各課室に育成
する

• プロセスとしてサービスデザインを
取り入れるためにガイドラインを整
備する

• 行政に対する国民の信頼を得ら
れるよう、省外に向けた情報発信
をしていく

03. 事業結果 3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成
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令和7年度以降、個別システムの伴走支援を継続しつつ、各カテゴリに沿って行政サービスデザイン活動を推進し、令和9年度にかけて取組の幅を広げていく。

令和7年度以降のロードマップ

人材育成

体制

普及活動

ガイドライン

• 人材育成カテゴリに記載の「サービスデザインの型」を用いた研修を実施し、ガイドラ
インを職員に広く理解してもらう

• 「業務の型」の付随資料として、PMOからPJMOに向けた発信や、DXポータルか
らの発信により、省内で広く浸透することを目指す

• 「サービスデザインの型」を用いた研
修の実施

• PMOからPJMOに向けた発信や、
DXポータルからの発信

• noteにて職員が感じたデザイン領域に関する気づきを発信

• ホームページやMETI Journal、各種SNSを活用した継続的な情報発信

• ホームページにてサービスデザインに携わる職員のインタビュー記事を掲載

• ホームページやMETI Journal、各
種SNSを活用した継続的な情報発
信

• DX室内の体制作り（採用含む）、および管理プロセスの整備

• 令和8年度以降に他課室と連携していくための具体的な体制案の検討

• X課室との連携を推進（上半期）

• Y課室と連携した取組を検討（下
半期）

• 1年目研修・2年目研修・役職別研修に組み込むことを予定しているサービスデザイ
ン研修を試験的に実施し、令和8年度以降に本運用とするために研修内容の見直
しや運営体制の検討を実施

• 1年目研修・2年目研修・役職別
研修でのサービスデザイン研修の実
施

• デザインリーダー育成研修の企画

• 「サービスデザインの型」を用いた研
修の実施

• PMOからPJMOに向けた発信や、
DXポータルからの発信

• ホームページやMETI Journal、
各種SNSを活用した継続的な情
報発信

• Z課室との連携を推進（上半
期）

• 全課室に担当者を配置する施策
のPoCを実施（下半期）

• 若手研修・役職別研修でのサー
ビスデザイン研修の実施

• デザインリーダー育成研修の実施

03. 事業結果 3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成

令和7年度 令和8年度 令和9年度

対応事項案
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令和7年度の費用算出（行政サービスデザイン活動）

次年度以降に検討している取組のうち、伴走支援と普及活動に関する取組を除き、また研修計画・実施については対象を2つに絞った場合の予算額を算出。

対応範囲や委託範囲は今後精査。

工数（人月） 主な内容

研修計画・実施 5.5

若手職員向けの研修資料作成、および運営等
2つの研修を対象とし、それぞれ30人程度の受講者、2時間程
度の所要時間を想定（令和8年度以降の本格展開時は100
名規模の受講者を想定）

体制作り（採用含む） 2.5 翌年度以降の具体的な体制の策定、採用方針の検討等

ガイドライン整備 1.5 ガイドラインの拡充等

その他 0.8 管理工数等

総合計 10.8

03. 事業結果 3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成
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（参考）令和7年度の費用算出（伴走支援＋行政サービスデザイン活動）

令和6年度と同様に情報システムの伴走支援に加え、研修計画・実施、体制作り（採用含む）、普及活動（情報発信）、ガイドライン整備のそれぞれに対して、必
要工数を基に予算額を算出。現時点での想定タスクを全て計上しているため、対応範囲や委託範囲は今後精査。

工数（人月） 主な内容

情報システムの伴走支援 4.5
課題整理、改善方法検討、プロトタイプ開発、ユーザ検証等
（支援対象数は3～5システム、1情報システムあたり3～5ペー
ジ程度）

研修計画・実施 8.0
若手職員や役職者向けの研修資料作成、および運営等（計
3つの研修が対象）

体制作り（採用含む） 2.5 翌年度以降の具体的な体制の策定、採用方針の検討等

普及活動（情報発信） 1.0 既存の媒体を生かした情報発信等

ガイドライン整備 1.5 ガイドラインの拡充等

その他 0.8 管理工数等

総合計 18.3

03. 事業結果 3.2-3 ロードマップ、費用算出資料の作成
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Index.

01. 事業の目的

02. 事業の手法

03. 事業結果

今後の展開案04.

4.1 今後の展開案

4.1-1 令和7年度以降のサービスデザインに係る取組
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4.1-1 令和7年度以降のサービスデザインに係る取組

個別システムの改善支援だけでなく、継続的なサービスデザイン活動を推進していけるよう、カテゴリごとに取組を実施していくことを検討

04. 今後の展開案 4.1 今後の展開案

令和7年度（案） ・・・令和8年度（案）

個別システム改善
デザイン領域の伴走

支援

人材育成

行政サービスデザイン
活動の推進

体制

普及活動

• 複数課室を対象にイントラサイト等の伴走支援を
実施

• サービスデザイン研修を試験的に実施
• デジタル庁主催のサービスデザイン基礎研修の受講

を案内

• DX室内の体制作り（採用含む）、および管理プ
ロセスの整備

• 他課室と連携していくための具体的な体制案の検
討

• ホームページやMETI Journal、各種SNSを活用
した継続的な情報発信

• 発信コンテンツの拡充

• 「サービスデザインの型」を用いた研修を実施
• 「業務の型」の付随資料として省内で広く浸透する

ことを目指す

• イントラサイト等の伴走支援を実施
• 公開サイトの伴走支援計画の策定

• サービスデザイン研修の実施
• デザインリーダー育成研修の企画

• X課室との連携を推進（上半期）
• Y課室と連携した取組を検討（下

半期）

• ホームページやMETI Journal、各
種SNSを活用した継続的な情報
発信

• 「サービスデザインの型」を用いた研
修の実施

• PMOからPJMOに向けた発信や、
DXポータルからの発信

ガイドライン
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Appendix
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他行政機関や企業のDX取組リサーチの概要

行政サービスデザイン活動の方針策定に向け、他行政機関や企業のDXやサービスデザインに係る取組事例をリサーチした。リサーチは、行政サービスデザイン活動
における施策カテゴリごとに実施した。

Appendix

検索キーワード

• 全体：サービスデザイン、 DX 、デザイン思考、人間中心設計、アクセシビリティ等

• 人材育成：人材育成、研修、ワークショップ、福利厚生、資格等

• 体制：体制、組織、チーム、窓口等

• 普及活動：普及、発信、推進、浸透等

• ガイドライン：ガイド、標準、体系、テキスト等

目的 • 行政サービスデザイン活動の施策を策定するにあたり、参考になる取組事例を収集すること

リサーチ対象 • 行政機関と民間企業における、DXやサービスデザインに関する取組

期間 • 令和6年11月～12月

手法 • Webの公開情報から幅広くリサーチ
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Appendix

【人材育成】リサーチ事例一覧

人材育成に関してリサーチを実施した取組事例を以下に示す。

事例の特徴リサーチ対象

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

デザインをリードする人材を育成するため、研修プログラム「旭川地域
デザインプロデューサー育成事業」を実施している。

参加者が抱える業務上の課題をデザイン思考を用いて最適化するこ
とをテーマにワークショップを実施している。

各事業担当課が案件で抱える政策課題を解決するため、意思決定
できる責任者が参加する形式でワークショップを実施している。

サービスデザインに関する勉強会を実施することにより、プロジェクト単
位の知見やノウハウの共有を進めている。

職員向けのデザイン思考研修の実施、知的財産の重要性を”自分
ごと化”してもらうための動画公開を実施している。

北海道旭川市

富士通株式会社

福井県

デジタル庁

経済産業省
特許庁

サービスデザインに関する基本的な概念やプロセス、その重要性につ
いて学ぶe-learning研修を実施している。

サービスデザインのガイドラインを使用し、サービスデザインの考え方・プ
ロセス・手法を学ぶ研修を実施している。

東京都

デザイン思考のテキストブックを使用し、サービスデザインの考え方・プ
ロセス・手法・過去事例を学ぶ研修を実施している。

株式会社
NTTデータ

ミラノ工科大学の教授陣から直接サービスデザインの基礎を学ぶ1週
間の短期集中プログラムを実施している。

日本航空株式会社
機内環境に特化したサポートについて学ぶ客室乗務員独自のアクセ
シビリティに関する社内資格制度を創設している。

参考URL

https://awrd.com/award/adp2021

https://note.com/fujitsu_design/n/n47a3985f909d#4f50782a-0e51-
4359-8575-784b91573c78

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/seiki/design/gyosei-
system_d/fil/gyosei-system.pdf

https://www.iais.or.jp/articles/articlesa/20220610/202206_01/

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei.html

https://www.e-gov.go.jp/sites/default/files/filebrowser/shukan/doc/it-
traininng-plan.pdf

https://note.com/kouzoukaikaku/n/nd9702dce8cf6#aac51889-c352-
470d-83ad-df075505cd31

https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activitie
s/designbook/

https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/2024/1028/

https://www.jal.com/ja/sustainability/human/accessibility/

③

⑥

⑤

①

②

④

⑦

⑧

https://awrd.com/award/adp2021
https://note.com/fujitsu_design/n/n47a3985f909d#4f50782a-0e51-4359-8575-784b91573c78
https://note.com/fujitsu_design/n/n47a3985f909d#4f50782a-0e51-4359-8575-784b91573c78
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/seiki/design/gyosei-system_d/fil/gyosei-system.pdf
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/seiki/design/gyosei-system_d/fil/gyosei-system.pdf
https://www.iais.or.jp/articles/articlesa/20220610/202206_01/
https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/design_keiei.html
https://www.e-gov.go.jp/sites/default/files/filebrowser/shukan/doc/it-traininng-plan.pdf
https://www.e-gov.go.jp/sites/default/files/filebrowser/shukan/doc/it-traininng-plan.pdf
https://note.com/kouzoukaikaku/n/nd9702dce8cf6#aac51889-c352-470d-83ad-df075505cd31
https://note.com/kouzoukaikaku/n/nd9702dce8cf6#aac51889-c352-470d-83ad-df075505cd31
https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/designbook/
https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/designbook/
https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/2024/1028/
https://www.jal.com/ja/sustainability/human/accessibility/
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Appendix

【体制】リサーチ事例一覧

体制に関してリサーチを実施した取組事例を以下に示す。

事例の特徴 参考URLリサーチ対象

デザイン経営実践プロジェクトにより、デザイン思考を用いたプロジェク
トの伴走支援に取り組む、デザイン本部を設置している。

デザイン思考の研修プログラム作成や、社内のプロジェクトに対して横
断的に伴走支援を行う、デザインセンターを設置している。

https://recruit.jpn.panasonic.com/feed/future_service_design.html

https://www.fujitsu.com/jp/imagesgig5/design-fujitsu2022.pdf

各区局が抱えるデジタル化やデザインに関する課題の相談場所として
、デジタル・デザイン室内に「区局相談窓口」を設置している。

デザイン手法のガイドラインの作成やガイドライン実践のための活動に
取り組む、東京社会イノベーション協創センタを設置している。

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/gyosei-
kansa/yokohamadx/dx-strategy/dx-strategy.files/0009_20240327.pdf

https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2010s/2016/07-
08/01/index.html

Panasonic
株式会社

富士通株式会社

デジタル庁

神奈川県横浜市

株式会社NTTデータ
デザイン思考を取り入れた伴走支援や人材育成に取り組み、組織
横断でデザインを推進するチーム「Tangity」を設置している。

https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/2022/0202/

デザイナーや開発部によるリリース前のプロダクト評価等、サービス全
体を横断的に精査するDesign Head Quartersを設置している。

https://www.4digit.com/topics/211022/株式会社NTTドコモ

ウェブサービスややアプリケーション提供の伴走支援や、プロセスの標準
化やガイドライン化を実施するサービスデザインチームを設置している。

https://digital-gov.note.jp/n/n5c37b6c01cf2

株式会社
日立製作所

システムの機能テストを障害を持つ従業員が実施し、問題点をフィー
ドバックする、アクセシビリティチームを設置している。

https://accessibility.smarthr.co.jp/action/test-with-disability/株式会社SmartHR

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

⑤

⑦

②

①

③

⑥

④

⑧

https://recruit.jpn.panasonic.com/feed/future_service_design.html
https://www.fujitsu.com/jp/imagesgig5/design-fujitsu2022.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/gyosei-kansa/yokohamadx/dx-strategy/dx-strategy.files/0009_20240327.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/gyosei-kansa/yokohamadx/dx-strategy/dx-strategy.files/0009_20240327.pdf
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2010s/2016/07-08/01/index.html
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2010s/2016/07-08/01/index.html
https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/2022/0202/
https://www.4digit.com/topics/211022/
https://digital-gov.note.jp/n/n5c37b6c01cf2
https://accessibility.smarthr.co.jp/action/test-with-disability/
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Appendix

【普及活動】リサーチ事例一覧

普及活動に関してリサーチを実施した取組事例を以下に示す。

事例の特徴 参考URLリサーチ対象

デザイン思考に関するナレッジ共有のため、社内SNSコミュニティ「やわ
らかデザイン脳になろう」を設立し、従業員からボトムアップで、数多く
の「デザイン思考」に関する内容が発信されている。

https://note.com/yawaraka_design

富士通株式会社

独自運営の情報発信サイト「Inside Hitachi Design」を立ち上げ
、日立が取り組むデザイン活動を社外へ発信している。

https://medium.com/inside-hitachi-design
株式会社
日立製作所

独自運営のHP「DATA INSIGHT」やデザインチーム「Tangity」の
HP、Noteを通じて、デザインに関する活動を社外へ発信している。

https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/株式会社NTTデータ

Noteや社内HP、公式Youtube等を活用し、デザインに関する社内
の取り組みや考え方を発信している。

https://www.youtube.com/@Fujitsudesign/videos

独自HPである、「横浜DEGITAL窓口」で、横浜見える化プロジェク
トを実施。横浜市のデザインに関するこれまでの取り組みや、今後の
展望が誰でも見えるよう発信している。

https://digital.city.yokohama.lg.jp/dx-strategy/神奈川県横浜市

独自運営のHP「デザイン都市・あさひかわ」にて、デザインに関する市
内のイベントやセミナー等の活動を発信している。

https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/723/735
/d079982_d/fil/01.pdf

北海道旭川市

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

デジタル庁が運営するHPや、Note等を通じて、サービスデザインに関
する取組、考え方などを発信している。

https://digital-gov.note.jp/デジタル庁

④

⑤

⑥

②

③

①

https://note.com/yawaraka_design
https://medium.com/inside-hitachi-design
https://www.nttdata.com/jp/ja/trends/data-insight/
https://www.youtube.com/@Fujitsudesign/videos
https://digital.city.yokohama.lg.jp/dx-strategy/
https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/723/735/d079982_d/fil/01.pdf
https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/723/735/d079982_d/fil/01.pdf
https://digital-gov.note.jp/


143CONFIDENTIAL   © 2025 Xspear Consulting All rights reserved.

Appendix

【ガイドライン】リサーチ事例一覧

ガイドラインに関してリサーチを実施した取組事例を以下に示す。

事例の特徴 参考URLリサーチ対象

全ての都職員を対象に、東京都のサービス開発プロセスでサービスデ
ザインを実践するために、必要な手順や方法をまとめたガイドラインを
作成。

https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/documen
ts/d/digitalservice/guideline2

東京都

デザイン思考に関する富士通の実践知をまとめたテキストブックを作
成。社員がデザイン思考を実務で活用するためのガイドブックとして使
用されている。

https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech
/design/activities/designbook/

富士通株式会社

日立のデザイナーと研究者が培ってきた、顧客の価値を中心に据えた
、課題発見・解決案の創出・価値検証を行うノウハウを、体系化した
ガイドラインを作成。

https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/20
21/02/02a01/index.html

株式会社
日立製作所

ウェブアクセシビリティについてゼロから学ぶ初心者向けに、ウェブアクセ
シビリティの考え方、取り組み方のポイントを解説するのガイドブックを
作成。

https://www.digital.go.jp/resources/introduction-to-
web-accessibility-guidebook

デジタル庁

開発フローの中で、一般的に満たすべきウェブアクセシビリティの品質を
達成するため、アクセシビリティ簡易チェックリストを作成。

https://smarthr.design/accessibility/check-list/

株式会社SmartHR

利用しやすいサービスを誰もが作成できることを目指しているHP、広
報物などのデザインに用いるパーツ・色・フォント等を定義した、デザイ
ンシステムを作成。

https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/723/735
/d079982_d/fil/01.pdf

北海道旭川市

ビジョン 人材育成 体制 ガイドライン普及活動

サービスに関わる全ての人が、一貫してSmartHRらしい表現をするため
の基準や素材として、デザインシステムを作成。

https://smarthr.design/

②

④

⑤

①

⑥

③

https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/digitalservice/guideline2
https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/digitalservice/guideline2
https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/designbook/
https://www.fujitsu.com/jp/about/businesspolicy/tech/design/activities/designbook/
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2021/02/02a01/index.html
https://www.hitachihyoron.com/jp/archive/2020s/2021/02/02a01/index.html
https://www.digital.go.jp/resources/introduction-to-web-accessibility-guidebook
https://www.digital.go.jp/resources/introduction-to-web-accessibility-guidebook
https://smarthr.design/accessibility/check-list/
https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/723/735/d079982_d/fil/01.pdf
https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/723/735/d079982_d/fil/01.pdf
https://smarthr.design/
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アクセシビリティに関するリサーチ結果

Appendix

対象 取組概要 当事業での活用が難しい理由

◼ アクセシビリティに関する取組事例 ※個別システムの改善を除く

株式会社Smart HR
開発段階でアクセシビリティを確保・向上させるため、ウェブアクセシ
ビリティに関する簡易的なチェックリストを作成

インタラクションデザイン領域に関する施策のため1

株式会社Smart HR
障害を持つ利用者を想定してシステムを開発するため、実際に障
害を持つ従業員による機能テストを実施

デジタル庁アクセシビリティチームが実施している
ため

2

日本航空株式会社
誰もが安心した機内環境を提供するため、客室乗務員向けにアク
セシビリティの社内資格制度を創設

アクセシビリティに関する資格取得の必要性は業
種により異なり、貴省においては全職員が資格取
得を目指す必要はないと考えるため

3

※事例の詳細は次ページ以降で説明

アクセシビリティに関する取組をリサーチした結果、アクセシビリティに配慮した個別システムの改善事例が大半である。
個別システムの改善以外には以下3つの事例があったが、いずれも当事業での活用は難しいと考えられる。
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株式会社Smart HR （事例①：ウェブアクセシビリティ簡易チェックリスト）

Appendix

開発段階でアクセシビリティを確保・向上させるために、ウェブアクセシビリティ簡易チェックリストを作成。

特徴

•開発フローの中で、当チェックリストを使用した
検証を導入することで、一般的に満たすべきウェ
ブアクセシビリティの品質を達成することができる。

当事業にて参考にすべき内容

•令和5年度事業において作成した、ユーザビリティ
・アクセシビリティに関するチェックリストにアクセシビ
リティの観点を追加し、アクセシビリティ面での品質
向上を図る。

施策カテゴリ

ビジョン

体制

人材育成

普及活動

システム/データ活用

アクセシビリティ

ガイドライン

レ

ウェブアクセシビリティ簡易チェックリスト 各チェック項目の詳細

出典：Smart HR ウェブアクセシビリティ簡易チェックリスト（https://smarthr.design/accessibility/check-list/）

インタラクションデザイン領域に関する施策のため

当事業での活用が難しい理由

【アクセシビリティ】行政機関/企業の取組事例

https://smarthr.design/accessibility/check-list/
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株式会社Smart HR （事例②：アクセシビリティテスタープロジェクト）

Appendix

障害を持つ利用者を想定してシステムを開発するため、障害を持つ従業員による機能テストを実施。

特徴

•提供するシステムの機能テストを障害を持つ従
業員が実施し、問題点をフィードバックすることで、
製品のアクセシビリティ改善につなげている。

当事業にて参考にすべき内容

•サービス・プロダクトに関する機能のテストを実際に
障害を持つ職員が実施する体制を作ることで、障
害を持つ利用者を想定したアクセシビリティの向
上を実現する。

施策カテゴリ

ビジョン

体制

人材育成

普及活動

システム/データ活用

アクセシビリティ

ガイドライン

レ

出典：Smart HR アクセシビリティテスタープロジェクト（https://accessibility.smarthr.co.jp/action/test-with-disability/）

デジタル庁アクセシビリティチームが実施しているため

当事業での活用が難しい理由

【アクセシビリティ】行政機関/企業の取組事例

https://accessibility.smarthr.co.jp/action/test-with-disability/
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日本航空株式会社 （事例：アクセシビリティに関する社内資格制度）

Appendix

誰もが安心した機内環境を提供するために、客室乗務員向けにアクセシビリティの社内資格制度を創設。

特徴

•機内環境に特化したサポートについて学ぶ客室乗務員独
自のアクセシビリティに関する社内資格制度を創設。
•資格が三段階に分かれており、最上位の資格を持つ乗
務員のみがSpecialistバッジを着用して乗務を行うことが
できる。

当事業にて参考にすべき内容

•アクセシビリティに関する資格の取得有無を貴省のカオナビ
におけるスキルマップに組み込み、アクセシビリティに関する
知見を持った人材を評価する。

施策カテゴリ

ビジョン

体制

人材育成

普及活動

システム/データ活用

アクセシビリティ

ガイドライン

レ

出典：日本航空株式会社 アクセシビリティの向上（https://www.jal.com/ja/sustainability/human/accessibility/）

アクセシビリティに関する資格取得の必要性は業種により異な
り、貴省においては全職員が資格取得を目指す必要はないと
考えるため

当事業での活用が難しい理由

【アクセシビリティ】行政機関/企業の取組事例

https://www.jal.com/ja/sustainability/human/accessibility/
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